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■次回第214号は令和８年11月１日発行予定です。

６月定例会 審議結果（６月４日～６月24日）

赤司　祥一
委 員 長

春口あかね
副委員長

委　　員
山本加奈子
楢木　孝一
佐々木忠孝
吉村　陽一

広報委員会

第102回全国市議会議長会
定期総会において、永年の
議会活動を通じ、地方自治
と市政の発展に寄与された
功績に対し、議員15年以上
一般表彰として髙原良視議
員が受賞されました。

　・筑紫野市農業委員会委員の任命について

●条　　例 ２件（原案可決）

●人事案件

・・・・・・・・

・・・・・・・・ ２件（同意）

●補正予算 １件（原案可決）・・・・・・・・

●専決処分 ４件（承認）・・・・・・・・

　・国民生活及び地域経済の安定に向けた対策強化を求める
　　意見書
　・非核三原則の堅持を求める意見書

●発　　議 ・・・・・・・・ ２件（原案可決）

と わた　  けい じ

砥綿　敬二　氏
 こ がねまる　 まさたか

小金丸　昌孝　氏

議員15年以上一般表彰

　・工事請負契約の締結について
　　（筑紫野中学校管理教室棟屋根外壁改修工事）
　・設計・施工変更契約の締結について
　　（二日市東小学校校舎増築及び長寿命化改良事業）

●そ の 他 ・・・・・・・・ ２件（原案可決）
　・最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の

提出を求める請願

●請　　願 ・・・・・・・・ １件（継続審査）

6月4日

聴く　見る　動く　チーム議会

議　会　だ　よ　り

福岡県筑紫野市議会
目次

情　 熱
～上りつめろ          
             限界の先へ～

今回の表紙と題字は、筑紫野市立筑山中学校の生徒さんにご協力いただきました。ありがとうございました。
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第８０回筑山中学校体育祭パネル
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10万市民に議会を
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　今回、この題字を描いてみて、
普段はこんなに「筑紫野」という
文字を真剣に書く機会がないの
で、新鮮でした。最近は習い事で
やっている習字にも力を入れて
いるので、良い経験になりました。

今号の表紙は第８０回筑山中学校体育祭でパネル
リーダーが制作されたパネルです。力強い色彩と
躍動感あふれる作品には体育祭への思いが込めら
れています。作品の掲載にご協力いただきありが
とうございました。

～題字の作者紹介～～体育祭の様子～

今号の表紙と題字を紹介します

筑紫野市立筑山中学校 3年
佐々木 紫音さん
さ さ き     し おん

筑山中学校美術部活動の様子赤司委員長と筑山中学校の美術部の皆さん



当日の様子

　筑紫野市議会では、議会報告会や意見交換会を平成
２５年から毎年開催しています。
　今回で１８回目となり、６０名の参加がありました。
　いただいたご意見は、市政に反映すべく各委員会で
調査していきます。たくさんのご意見ありがとうござ
いました。

5月9日

原口議長

❶防災
安心して暮らせる
まちにするために

●近年の山火事が多発していてどう対処すればいいか
●避難所まで行くのに危ない箇所がある
●自治会に加入してほしい
●学校と地域で一緒に訓練を行ってほしい
●防災意識に地域差がある
●自助の意識が大切

\ ワールドカフェ方式でワイガヤトーク \

気楽に意見を言うことが出来て、
他人の考えも伺えてよかったです。

議員が筑紫野市のまちづくりに
熱心に取り組んでいることが
分かりとても有意義であった。

主な意見

❷農業
地域の農業を

未来につなぐために

●農業高校との連携で農地利用
●耕作しない田んぼが増えて高齢者では管理ができない
●市民農園の仕組みをもっとPRして農業に親しみをもってもらう
●森林ボランティアのように幼少期から参加できる仕組み
●祖父母と孫で農業体験できる場の提供
●筑紫野産の野菜をもっと知りたい

主な意見

❸こども館
子どもが笑顔で
過ごせる場所に

●未就学児から高校生まで利用可能にしてほしい
●子育ての悩みを相談できる場所を作ってほしい
●広場など屋外で遊べるエリアもほしい
●子どもたち自身の意見も反映してほしい
●維持管理費や運営費の負担をどう考えるのか
●少子化が進む中で新たな施設が必要なのか

主な意見

大変面白かった。格式ばった
ところがなく誰でも自由に
話せる雰囲気が良かった。

知らないことがたくさんあって
初めて知ることも多く、良いきっ
かけになりました。

自分の知らない筑紫野市の問題点などを
知ることができ、解決の可能性に繋がる
意見を聞くことが出来た。

参加者の
感想

多くの住民の意見を
聴くことが出来る良い
アイデアがあるように
思いました。地域ごとに異なる問題点があって、それぞれの地域の

事を知れたことはよかったと思います。市議会という
ものを近くで感じれたことがよかったです。

子どもたちにとって夢を育める
筑紫野市として発展することを
期待します。

いろんな意見を出し合うことがで
きて楽しい時間でした。子どもを
連れていきたいと思いました。

市民と
議員の
意見交換会を
  開催しました!

「防災」「農業」「こども館」をテーマに、
市民のみなさんと意見交換を行いました。

グループに分かれて意見交換 ふせんに思いを書きました 各グループの発表
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7月11日開催しました!
小学生議会見学会を
　議会を見学できる機会をつくり、子どもたちに
政治や選挙への関心を持ってもらうことや議会を
身近に感じてもらうことを目的として、小学校
５・６年生を対象に議会見学会を開催しました。
　当日は18人の参加がありました。

　市議会の役割や仕組みについて学びました。子どもたちは真剣に話を聞き、メモを取りながら理解を
深めていました♪

　予算審査常任委員会で実際に議論された「小学校体育館空調設備整備事業」を議員が再現しました。
議員がどのような視点で質問し議案を審査しているのか体感しました。

　市議会に関するクイズに挑戦！楽しみながら市議会への理解を深めました♪

　「なぜ議員になったの？」「仕事のやりがいは？」など、子どもたちからさまざまな質問が出ました。
議員の話に熱心に耳を傾け、笑顔あふれる和やかな時間となりました。

参加してみ
て

市議会って何をするところ？1

委員会を傍聴しよう！2

市議会クイズにチャレンジ！3

議員に質問してみよう！4

改めて議会の仕組み
を知れたし、初めて
委員会の話し合いを
見れてどんなふうに
話し合っていたか
知ることができてよ
かったです。

小学生にも分かり
やすくまとめてい
てすごく上手だな
と思った。

もっと多くの人に
市議会について
知ってほしいか
ら、また開催して
ほしい！

市議会について気に
なることが学べてと
ても良かった。

選挙ポスターが
どの形でもいい
ことがびっくり
しました！

めっちゃ
楽しかったです！！！

ずっと聞きたかった
ことが聞けて嬉し
かった。 ご参加いただいた皆さまありがとうございました。
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事業名 事業概要 補正予算額

ごみ指定袋等
購入・販売事業 2562万8千円

主な歳出予算の補正額 ※千円未満は切り捨て

中東情勢悪化に伴う石油
製品の供給不安による
原料価格の急騰に対応
するもの

予算審査常任委員会

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
外
国
人
の
利
便
性
の
向

上
及
び
行
政
運
営
の
効
率

化
の
目
的
か
ら
、
法
律
が

改
正
さ
れ
、
外
国
人
が
所

有
す
る
在
留
カ
ー
ド
又
は

特
別
永
住
者
証
明
書
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
一
体
化

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能

端
末
に
て
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
と
一
体
化
し
た
特
定

在
留
カ
ー
ド
及
び
特
定
特

別
永
住
者
証
明
書
で
も
印

鑑
登
録
証
明
書
が
発
行
で

き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

問
　
市
内
の
対
象
と
な
る

外
国
人
住
民
へ
の
周
知
は
。

ま
た
、
こ
の
所
持
者
の
う

ち
希
望
者
の
見
込
み
は
。

答
　
一
体
化
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
や
手
続
き
窓
口

等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
周
知
す
る
。

　
希
望
者
の
見
込
み
は
、

特
定
在
留
カ
ー
ド
等
を
申

請
さ
れ
る
と
い
う
形
な
の

で
、
把
握
し
て
い
な
い
。

概
要

個
別
避
難
計
画
の
状
況

　
災
害
発
生
時
に
自
力
で

の
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
、
災
害
時
等
要

援
護
者
支
援
制
度
を
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
の
制
度
に

基
づ
く
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
制
度
へ
の
移
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
度
末
ま
で

に
制
度
移
行
を
進
め
る
予

定
で
す
。

問
　
進
捗
率
に
関
し
、
今

回
説
明
さ
れ
て
い
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
で
、
総
合
計

画
に
基
づ
く
令
和
８
年
度

の
19.

６
％
に
近
づ
く
の

か
。
今
の
状
況
か
ら
ど
の

よ
う
な
数
値
に
な
る
見
込

み
な
の
か
。

答
　
総
合
計
画
の
目
標

数
値
を
達
成
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ

り
多
く
の
方
に
こ
の
個

別
避
難
計
画
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
数
値

を
上
回
る
達
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
危
険
区

域
に
住
ま
れ
て
い
る
方

が
、
個
別
避
難
計
画
を

作
成
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
大
き
な
目
標
と
し

て
い
る
の
で
、
目
標
よ

り
高
く
達
成
で
き
る
よ

う
、
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
大
被
害
想
定
に
対
す

る
受
け
入
れ
想
定
数

　
福
岡
県
地
震
に
関
す
る

防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

に
よ
る
と
、
本
市
の
被
害

が
最
大
と
想
定
さ
れ
る
地

震
は
警
固
断
層
連
動
地
震

（
中
央
）
で
あ
り
、
最
大

避
難
者
は
約
９
，
７
０
０

人
、
そ
の
う
ち
発
災
当
日

の
避
難
所
避
難
者
は
約

５
，
８
０
０
人
、
避
難
所

外
避
難
者
は
約
３
，
９
０

０
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

防
災
・
減
災
対
策
は
？

調査

特
定
在
留
カ
ー
ド
等

　
　
　
　
運
用
開
始

議案

委
員
会
で
の
質
疑

　
現
在
、
期
日
前
投
票
所

は
市
役
所
内
に
の
み
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
投
票

率
向
上
と
有
権
者
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
増
設

に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
人
材
確
保
等

の
観
点
か
ら
見
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
10
年

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
向
け
て
、
増
設
の
準
備

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
１
月
の
市
長

選
挙
で
は
増
設
が
見
送
ら

れ
ま
す
が
、
投
票
所
へ
の

移
動
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
投
票
当
日
の
移
動
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
な
ぜ
令
和
９
年
１
月

の
市
長
選
挙
で
の
増
設
は

見
送
り
、
令
和
10
年
ま
で

先
送
り
す
る
の
か
。

答
　
人
材
の
確
保
、
職
員

の
支
援
体
制
、
恒
久
的
に

使
用
で
き
る
会
場
の
選
定

と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、

市
長
選
に
は
間
に
合
わ
な

い
た
め
、
投
票
所
の
増
設

は
令
和
10
年
７
月
の
参
議

院
選
挙
を
目
標
に
準
備
を

進
め
る
。

問
　
増
設
が
整
う
ま
で
の

間
、
バ
ス
に
よ
る
移
動
投

票
所
の
開
設
な
ど
、
少
し

で
も
投
票
環
境
を
改
善
す

る
工
夫
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
議
論
も

踏
ま
え
、
何
が
で
き
る
か

今
後
、
検
討
し
た
い
。

概
要

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は

報告

中
東
情
勢
悪
化
に
よ
る

　
　
　
　
　
原
料
価
格
急
騰
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

【個別避難計画策定スケジュール】

　
一
般
会
計
の
予
算
に
２

５
６
２
万
８
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
６
６
億
９

９
６
２
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
内
容
は
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
２
５
６

２
万
８
千
円
の
増
設
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
内
容
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
指
定
袋
等
購
入
・

販
売
事
業

問
　
な
ぜ
「
環
境
基
金
」

で
は
な
く
「
財
政
調
整
基

金
」
を
財
源
と
す
る
の
か
。

答
　
今
回
の
事
案
は
中
東

情
勢
の
急
変
と
い
う
「
著

し
い
社
会
情
勢
の
変
化
」

に
よ
る
も
の
で
、
臨
時
緊

急
的
な
要
素
が
強
い
た
め
、

財
政
調
整
基
金
の
処
分
事

由
に
該
当
す
る
と
判
断
し

た
。

問
　
ゴ
ミ
袋
の
小
売
価
格

を
上
げ
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
　
現
時
点
で
は
、
値
上

げ
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

物
価
高
騰
に
よ
る
市
内

経
済
へ
の
影
響
と
対
応

問
　
原
材
料
・
資
材
価
格

の
上
昇
が
市
内
の
中
小
企

業
や
工
事
現
場
に
与
え
て

い
る
影
響
を
ど
う
把
握
し
、

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
　
商
工
会
と
連
携
し
、

経
営
相
談
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
随
時
行
っ
て
い
る
。
資

金
繰
り
支
援
と
し
て
、
市

独
自
の
融
資
制
度
や
信
用

保
証
料
の
補
助
な
ど
で
伴

走
型
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

令
和
８
年
度
に
備
蓄
計

画
を
改
訂

　
最
大
避
難
者
約
９
，
７

０
０
人
、
避
難
所
避
難
者

約
５
，
８
０
０
人
を
基
本

と
し
て
、
必
要
と
な
る
備

蓄
物
資
や
数
量
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

災
害
時
ト
イ
レ
対
策

　
最
大
避
難
者
約
９
，
７

０
０
人
、
避
難
所
避
難
者

約
５
，
８
０
０
人
を
基
本

と
し
て
、
簡
易
ト
イ
レ
及

び
便
袋
の
必
要
な
数
量
の

確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ

ル
資
機
材
の
提
供
に
関
す

る
協
定
締
結
事
業
者
を
活

用
し
た
仮
設
ト
イ
レ
の
早

期
設
置
を
行
う
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

議
会
で
使
わ
れ
る

専
門
用
語
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

議
案

　
議
会
の
議
決
を
求

め
る
た
め
、
市
長
や

議
員
が
議
会
に
提
出

す
る
案
件
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

調
査

　
各
委
員
会
が
自
主

的
に
、
所
管
す
る
事

務
に
つ
い
て
調
査
を

行
う
こ
と
を
所
管
事

務
調
査
と
い
い
ま
す
。

報
告

　
市
役
所
の
各
課
が

担
当
す
る
事
務
の
進

捗
な
ど
を
そ
の
委
員

会
に
報
告
す
る
こ
と

を
所
管
事
務
報
告
と

い
い
ま
す
。

出入国在留管理庁のチラシ

※収容可能人数
（建物の収容基準：４㎡あたり１人、学校は屋内運動場を算出）

答

答 問

議
案

調
査

報
告

答

答

問

問

問

問答

答 問

答 問
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事業名 事業概要 補正予算額

ごみ指定袋等
購入・販売事業 2562万8千円

主な歳出予算の補正額 ※千円未満は切り捨て

中東情勢悪化に伴う石油
製品の供給不安による
原料価格の急騰に対応
するもの

予算審査常任委員会

可
決

総務市民常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

　
外
国
人
の
利
便
性
の
向

上
及
び
行
政
運
営
の
効
率

化
の
目
的
か
ら
、
法
律
が

改
正
さ
れ
、
外
国
人
が
所

有
す
る
在
留
カ
ー
ド
又
は

特
別
永
住
者
証
明
書
と
個

人
番
号
カ
ー
ド
を
一
体
化

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り

ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
に

設
置
さ
れ
て
い
る
多
機
能

端
末
に
て
、
個
人
番
号
カ

ー
ド
と
一
体
化
し
た
特
定

在
留
カ
ー
ド
及
び
特
定
特

別
永
住
者
証
明
書
で
も
印

鑑
登
録
証
明
書
が
発
行
で

き
る
よ
う
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

問
　
市
内
の
対
象
と
な
る

外
国
人
住
民
へ
の
周
知
は
。

ま
た
、
こ
の
所
持
者
の
う

ち
希
望
者
の
見
込
み
は
。

答
　
一
体
化
が
可
能
に
な

っ
た
こ
と
や
手
続
き
窓
口

等
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
用
い
て
周
知
す
る
。

　
希
望
者
の
見
込
み
は
、

特
定
在
留
カ
ー
ド
等
を
申

請
さ
れ
る
と
い
う
形
な
の

で
、
把
握
し
て
い
な
い
。

概
要

個
別
避
難
計
画
の
状
況

　
災
害
発
生
時
に
自
力
で

の
避
難
が
困
難
な
高
齢
者

や
障
が
い
者
な
ど
を
支
援

す
る
た
め
、
災
害
時
等
要

援
護
者
支
援
制
度
を
運
用

し
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
国
の
制
度
に

基
づ
く
避
難
行
動
要
支
援

者
支
援
制
度
へ
の
移
行
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
令
和
８
年
度
末
ま
で

に
制
度
移
行
を
進
め
る
予

定
で
す
。

問
　
進
捗
率
に
関
し
、
今

回
説
明
さ
れ
て
い
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
案
で
、
総
合
計

画
に
基
づ
く
令
和
８
年
度

の
19.

６
％
に
近
づ
く
の

か
。
今
の
状
況
か
ら
ど
の

よ
う
な
数
値
に
な
る
見
込

み
な
の
か
。

答
　
総
合
計
画
の
目
標

数
値
を
達
成
す
る
の
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
よ

り
多
く
の
方
に
こ
の
個

別
避
難
計
画
を
出
し
て

い
た
だ
き
、
こ
の
数
値

を
上
回
る
達
成
を
目
指

し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

　
ま
た
、
災
害
危
険
区

域
に
住
ま
れ
て
い
る
方

が
、
個
別
避
難
計
画
を

作
成
し
て
い
た
だ
く
こ

と
も
大
き
な
目
標
と
し

て
い
る
の
で
、
目
標
よ

り
高
く
達
成
で
き
る
よ

う
、
努
力
を
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

最
大
被
害
想
定
に
対
す

る
受
け
入
れ
想
定
数

　
福
岡
県
地
震
に
関
す
る

防
災
ア
セ
ス
メ
ン
ト
調
査

に
よ
る
と
、
本
市
の
被
害

が
最
大
と
想
定
さ
れ
る
地

震
は
警
固
断
層
連
動
地
震

（
中
央
）
で
あ
り
、
最
大

避
難
者
は
約
９
，
７
０
０

人
、
そ
の
う
ち
発
災
当
日

の
避
難
所
避
難
者
は
約

５
，
８
０
０
人
、
避
難
所

外
避
難
者
は
約
３
，
９
０

０
人
と
想
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

防
災
・
減
災
対
策
は
？

調査

特
定
在
留
カ
ー
ド
等

　
　
　
　
運
用
開
始

議案

委
員
会
で
の
質
疑

　
現
在
、
期
日
前
投
票
所

は
市
役
所
内
に
の
み
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
投
票

率
向
上
と
有
権
者
の
利
便

性
を
高
め
る
た
め
、
増
設

に
つ
い
て
の
議
論
が
行
わ

れ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
人
材
確
保
等

の
観
点
か
ら
見
送
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
令
和
10
年

７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙

に
向
け
て
、
増
設
の
準
備

が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
令
和
９
年
１
月
の
市
長

選
挙
で
は
増
設
が
見
送
ら

れ
ま
す
が
、
投
票
所
へ
の

移
動
が
困
難
な
方
を
対
象

に
、
投
票
当
日
の
移
動
支

援
を
実
施
し
ま
す
。

問
　
な
ぜ
令
和
９
年
１
月

の
市
長
選
挙
で
の
増
設
は

見
送
り
、
令
和
10
年
ま
で

先
送
り
す
る
の
か
。

答
　
人
材
の
確
保
、
職
員

の
支
援
体
制
、
恒
久
的
に

使
用
で
き
る
会
場
の
選
定

と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、

市
長
選
に
は
間
に
合
わ
な

い
た
め
、
投
票
所
の
増
設

は
令
和
10
年
７
月
の
参
議

院
選
挙
を
目
標
に
準
備
を

進
め
る
。

問
　
増
設
が
整
う
ま
で
の

間
、
バ
ス
に
よ
る
移
動
投

票
所
の
開
設
な
ど
、
少
し

で
も
投
票
環
境
を
改
善
す

る
工
夫
を
検
討
し
て
い
る

の
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
議
論
も

踏
ま
え
、
何
が
で
き
る
か

今
後
、
検
討
し
た
い
。

概
要

期
日
前
投
票
所
の
増
設
は

報告

中
東
情
勢
悪
化
に
よ
る

　
　
　
　
　
原
料
価
格
急
騰
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

概
要 議案

可
決

【個別避難計画策定スケジュール】

　
一
般
会
計
の
予
算
に
２

５
６
２
万
８
千
円
を
増
額

し
、
総
額
を
４
６
６
億
９

９
６
２
万
８
千
円
と
す
る

も
の
で
す
。

　
歳
入
の
内
容
は
、
財
政

調
整
基
金
繰
入
金
２
５
６

２
万
８
千
円
の
増
設
で
す
。

　
歳
出
補
正
の
内
容
は
左

表
の
と
お
り
で
す
。

ご
み
指
定
袋
等
購
入
・

販
売
事
業

問
　
な
ぜ
「
環
境
基
金
」

で
は
な
く
「
財
政
調
整
基

金
」
を
財
源
と
す
る
の
か
。

答
　
今
回
の
事
案
は
中
東

情
勢
の
急
変
と
い
う
「
著

し
い
社
会
情
勢
の
変
化
」

に
よ
る
も
の
で
、
臨
時
緊

急
的
な
要
素
が
強
い
た
め
、

財
政
調
整
基
金
の
処
分
事

由
に
該
当
す
る
と
判
断
し

た
。

問
　
ゴ
ミ
袋
の
小
売
価
格

を
上
げ
る
予
定
は
あ
る
か
。

答
　
現
時
点
で
は
、
値
上

げ
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。

物
価
高
騰
に
よ
る
市
内

経
済
へ
の
影
響
と
対
応

問
　
原
材
料
・
資
材
価
格

の
上
昇
が
市
内
の
中
小
企

業
や
工
事
現
場
に
与
え
て

い
る
影
響
を
ど
う
把
握
し
、

対
応
し
て
い
る
の
か
。

答
　
商
工
会
と
連
携
し
、

経
営
相
談
や
ヒ
ア
リ
ン
グ

を
随
時
行
っ
て
い
る
。
資

金
繰
り
支
援
と
し
て
、
市

独
自
の
融
資
制
度
や
信
用

保
証
料
の
補
助
な
ど
で
伴

走
型
の
支
援
を
行
っ
て
い

る
。

令
和
８
年
度
に
備
蓄
計

画
を
改
訂

　
最
大
避
難
者
約
９
，
７

０
０
人
、
避
難
所
避
難
者

約
５
，
８
０
０
人
を
基
本

と
し
て
、
必
要
と
な
る
備

蓄
物
資
や
数
量
の
見
直
し

を
行
い
ま
す
。

災
害
時
ト
イ
レ
対
策

　
最
大
避
難
者
約
９
，
７

０
０
人
、
避
難
所
避
難
者

約
５
，
８
０
０
人
を
基
本

と
し
て
、
簡
易
ト
イ
レ
及

び
便
袋
の
必
要
な
数
量
の

確
保
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

災
害
時
に
お
け
る
レ
ン
タ

ル
資
機
材
の
提
供
に
関
す

る
協
定
締
結
事
業
者
を
活

用
し
た
仮
設
ト
イ
レ
の
早

期
設
置
を
行
う
体
制
を
構

築
し
ま
す
。

議
会
で
使
わ
れ
る

専
門
用
語
に
つ
い

て
説
明
し
ま
す
。

議
案

　
議
会
の
議
決
を
求

め
る
た
め
、
市
長
や

議
員
が
議
会
に
提
出

す
る
案
件
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

調
査

　
各
委
員
会
が
自
主

的
に
、
所
管
す
る
事

務
に
つ
い
て
調
査
を

行
う
こ
と
を
所
管
事

務
調
査
と
い
い
ま
す
。

報
告

　
市
役
所
の
各
課
が

担
当
す
る
事
務
の
進

捗
な
ど
を
そ
の
委
員

会
に
報
告
す
る
こ
と

を
所
管
事
務
報
告
と

い
い
ま
す
。

出入国在留管理庁のチラシ

※収容可能人数
（建物の収容基準：４㎡あたり１人、学校は屋内運動場を算出）

答

答 問

議
案

調
査

報
告

答

答

問

問

問

問答

答 問

答 問
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（仮称）参加支援協力パートナー事業のイメージ図

（例）●商品のシール貼り　●梱包作業　●農作業補助　●食品の仕分け作業
　　　●除草・剪定作業　●清掃作業　●手芸・工芸制作

JR原田駅ロータリーの衛星写真

衛星調査等箇所図

委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど

も
・
生
活
困
窮
と
い
っ
た

福
祉
分
野
の
垣
根
を
越
え
、

複
雑
・
複
合
化
し
た
課
題

を
一
体
的
に
対
応
す
る
包

括
的
支
援
の
仕
組
み
と
し

て
、
重
層
的
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

庁
内
中
心
で
の
基
礎
固
め

を
経
て
、
令
和
８
年
度
は
、

地
域
や
関
係
機
関
の
理

解
・
協
力
を
得
る
た
め
、

説
明
会
等
を
開
催
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
制
の
機
能

の
一
つ
で
あ
る
「
参
加

支
援
」
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
社
会
と
の
繋
が

り
に
課
題
を
持
つ
方
と

協
力
団
体
等
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
「(

仮
称)

参
加
支
援
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
」
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
（
仮
称)

参
加
支
援

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
は

市
内
団
体
や
社
会
福
祉
法

人
等
に
参
加
を
呼
び
か
け

る
の
か
。

答
　
そ
う
い
っ
た
団
体
か

ら
企
業
ま
で
呼
び
か
け
る

予
定
と
し
て
い
る
。

問
　
市
が
こ
の
事
業
に
対

し
て
持
っ
て
い
る
期
待
感

や
思
い
は
。

答
　
お
困
り
に
な
ら
れ
て

い
る
個
人
の
方
に
合
う
支

援
を
い
か
に
見
つ
け
て
い

く
か
と
い
う
事
業
に
な
る
。

多
く
の
受
け
入
れ
先
を
見

つ
け
る
べ
く
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
待
機
児
童
解
消
に
向
け

て
、
希
望
施
設
と
空
き
枠

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
保
育
士

不
足
が
大
き
な
課
題
で

す
。
市
で
は
、
空
き
枠
の

確
保
と
し
て
、
既
存
施
設

の
定
員
増
員
や
定
員
の
弾

力
的
運
用
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

士
の
確
保
と
定
着
の
た
め

に
就
労
支
援
金
や
奨
学
金

返
済
支
援
、
家
賃
補
助
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
負
担
軽

減
な
ど
多
角
的
な
支
援
を

講
じ
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
　
希
望
園
を
複
数
書
け

る
中
で
１
つ
し
か
書
か
な

か
っ
た
場
合
は
、
待
機
児

童
に
含
ま
れ
な
い
の
か
。

答
　
第
１
希
望
が
満
員
で

入
れ
ず
、
次
に
案
内
で
き

る
空
き
の
あ
る
施
設
へ
の

入
所
を
勧
め
た
際
、
第
１

希
望
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
入
所
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
国
の
定
義

に
基
づ
き
、
待
機
児
童
か

ら
除
外
さ
れ
る
。

問
　
待
機
児
童
を
含
め
た

入
所
保
留
児
童
数
の
現
状

と
前
年
比
の
推
移
は
。

答
　
令
和
８
年
４
月
時
点

で
は
１
０
２
名
で
、
前
年

度
よ
り
27
名
減
少
し
て
い

る
。

問
　
現
行
の
家
賃
補
助
を

市
外
在
住
者
ま
で
広
げ
る

検
討
は
。

答
　
条
件
の
あ
り
方
に
つ

い
て
改
め
て
検
討
を
行
う
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
市
内
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
令
和
３
年
度
３

０
４
人
か
ら
令
和
７
年
度

５
２
７
人
へ
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
市
は
、
福
岡
県
不
登
校

児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
や
文
部
科
学
省

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
フ
ァ
ク

ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
の

状
況
を
把
握
し
、
早
期
の

段
階
か
ら
チ
ー
ム
サ
ポ
ー

ト
方
式
に
よ
る
個
別
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

つ
く
し
学
級
（
令
和
７
年

度
12
人
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
（
令
和
６
〜
８
年
度
27

人
）
、
登
校
支
援
員
や
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
た
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

問
　
学
校
任
せ
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。

答
　
登
校
は
し
て
い
る
が

教
室
に
入
り
づ
ら
い
児
童

生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
登

校
支
援
員
の
増
員
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
。
児
童

生
徒
の
状
況
を
分
析
し
、

登
校
頻
度
や
状
態
に
応
じ

て
支
援
の
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問
　
学
校
に
戻
す
こ
と
だ

け
が
重
要
な
の
か
、
学
び

の
場
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
か
。

答
　
最
終
的
な
目
的
は
社

会
的
自
立
で
あ
り
、
学
校

復
帰
だ
け
で
な
く
、
つ
く

し
学
級
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
家
庭

で
の
学
び
な
ど
も
含
め
、

そ
の
子
に
と
っ
て
良
い
選

択
肢
を
家
庭
と
相
談
・
協

議
し
て
い
く
。

建設環境常任委員会

予
定
と
し
て
い
る
。

概
要

重
層
的
支
援
体
制
整
備
に
お
け
る

(
仮
称)

参
加
支
援
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

待
機
児
童
の
状
況

報告

報告 調査

調査 報告

不
登
校
初
期
支
援

　
　
学
び
を
止
め
な
い
体
制
を

概
要

　
上
水
道
管
更
新
の
進
捗

状
況
は
、
第
１
期
・
第
２

期
老
朽
管
更
新
基
本
計
画

に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
更
新
の
対
象
と
な

る
老
朽
管
は
約
１
１
０
㎞

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
令
和
６
年
度
末
時
点
で

約
39
㎞
の
更
新
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
の
老
朽
管
更
新
工
事

は
約
２
．
１
㎞
を
実
施
し
、

令
和
７
年
度
末
時
点
で
の

更
新
率
は
37
．
１
％
で
す
。

　
現
在
は
、
そ
の
計
画
の

う
ち
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
14
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
し
工
事
箇
所
を
決

め
て
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
は
約
３
㎞
の
工
事
を

計
画
し
て
お
り
、
令
和
14

年
度
ま
で
に
は
、
重
要
管

の
入
替
工
事
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
漏
水
箇
所
の
点

検
と
し
て
、
人
工
衛
星
を

利
用
し
た
水
道
管
の
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

点
検
は
、
市
内
の
水
道
管

が
存
在
す
る
エ
リ
ア
を
、

１
か
所
当
た
り
半
径
約
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
円
に
振

り
分
け
た
上
で
漏
水
の
疑

い
が
あ
る
箇
所
を
把
握
す

る
調
査
で
す
。

　
赤
い
丸
線
が
衛
星
調
査

に
よ
り
漏
水
の
疑
い
が
あ

っ
た
１
２
０
か
所
で
す
。

こ
の
中
に
赤
い
点
で
示
し

て
い
る
箇
所
は
、
歩
行
に

よ
る
音
聴
調
査
（
水
が
漏

れ
て
い
る
音
を
検
知
す
る

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

調
査
）
で
、
実
際
に
漏
水

が
判
明
し
た
箇
所
で
あ
り
、

22
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す

が
既
に
漏
水
工
事
の
対
応

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
漏
水
が
疑
わ
れ
る
１
２

０
か
所
は
、
特
に
重
要
視

し
な
が
ら
、
水
が
染
み
出

て
い
な
い
か
な
ど
の
確
認

を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り

発
見
次
第
、
早
急
に
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
コ
ス
ト
削
減
に
は
繋

が
っ
た
の
か
。
ま
た
、
衛

星
調
査
の
箇
所
は
漏
水
の

リ
ス
ク
が
高
い
の
か
。

答
　
コ
ス
ト
面
で
は
、
安

価
に
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
調
査
箇
所
は

漏
水
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、
引
き

続
き
注
視
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
広
場
で

送
迎
車
両
の
待
機
が
平
日

夕
方
の
時
間
帯
に
慢
性
化

し
て
お
り
、
長
年
の
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
黄
色
の
①
の
部
分
が
一

時
駐
車
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
際
は
、
通
勤
者
の

車
両
が
ほ
ぼ
１
日
中
駐
車

し
て
い
る
よ
う
な
状
態
が

続
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
は
利
用
で
き
な
い
状

況
で
す
が
、
こ
の
①
の
部

分
に
送
迎
車
両
を
誘
導
す

る
こ
と
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー

内
の
待
機
車
両
を
減
ら
し

て
い
け
な
い
か
と
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
長
時
間
駐
車
が

起
き
に
く
い
仕
組

み
と
し
て
駐
車
区

画
を
増
や
す
必
要

性
が
あ
る
た
め
、

②
の
部
分
を
駐
車

区
画
に
す
る
こ
と

で
12
台
駐
車
で
き

る
よ
う
に
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
直

営
方
式
・
指
定
管

理
者
方
式
・
借
地

方
式
な
ど
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
か
課

題
が
あ
り
ま
す
。
費
用
対

効
果
が
一
番
高
い
も
の
は

ど
れ
か
引
き
続
き
調
査
研

究
し
、
運
営
の
目
途
が
立

て
ば
駐
車
場
整
備
に
も
着

手
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

ロ
ー
タ
リ
ー
の
敷
地

全
部
使
っ
て
、
駐
車
場
を

確
保
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

答

検
討
を
進
め
て
い
く

中
で
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

宇
宙
か
ら
の
点
検
で
水
漏
れ
を
発
見
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
朽
化
し
た
水
道
管
を
早
期
修
繕
へ

Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の

駐
車
場
整
備
の
検
討
状
況

委
員
会
で
の
質
疑

令和8年4月1日付け待機児童数  4人（前年比 △1人） 

施設数
（か所）

18

定員
（人）

2,497

入所児童数
（人）

2,320

入所率
（％）

92.9

１ 待機児童数（概数） 

２ 認可保育所入所状況（令和８年４月１日現在）

待機児童の状況について 

JR原田駅

漏水衛星調査で見つかった
漏水が疑われる箇所

実際に見つかった漏水箇所

答

答 問

答 問

答 問答 問

問

答 問

答 問

答 問

答 問
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（例）●商品のシール貼り　●梱包作業　●農作業補助　●食品の仕分け作業
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委
員
会
で
の
質
疑

委
員
会
で
の
質
疑

文教福祉常任委員会

概
要

概
要

　
高
齢
・
障
が
い
・
子
ど

も
・
生
活
困
窮
と
い
っ
た

福
祉
分
野
の
垣
根
を
越
え
、

複
雑
・
複
合
化
し
た
課
題

を
一
体
的
に
対
応
す
る
包

括
的
支
援
の
仕
組
み
と
し

て
、
重
層
的
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

庁
内
中
心
で
の
基
礎
固
め

を
経
て
、
令
和
８
年
度
は
、

地
域
や
関
係
機
関
の
理

解
・
協
力
を
得
る
た
め
、

説
明
会
等
を
開
催
す
る
予

定
と
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
体
制
の
機
能

の
一
つ
で
あ
る
「
参
加

支
援
」
を
円
滑
に
進
め

る
た
め
の
取
り
組
み
と

し
て
、
社
会
と
の
繋
が

り
に
課
題
を
持
つ
方
と

協
力
団
体
等
と
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
う
「(

仮
称)

参
加
支
援
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
事
業
」
に
つ
い
て
、
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。

問
　
（
仮
称)

参
加
支
援

協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
は

市
内
団
体
や
社
会
福
祉
法

人
等
に
参
加
を
呼
び
か
け

る
の
か
。

答
　
そ
う
い
っ
た
団
体
か

ら
企
業
ま
で
呼
び
か
け
る

予
定
と
し
て
い
る
。

問
　
市
が
こ
の
事
業
に
対

し
て
持
っ
て
い
る
期
待
感

や
思
い
は
。

答
　
お
困
り
に
な
ら
れ
て

い
る
個
人
の
方
に
合
う
支

援
を
い
か
に
見
つ
け
て
い

く
か
と
い
う
事
業
に
な
る
。

多
く
の
受
け
入
れ
先
を
見

つ
け
る
べ
く
力
を
入
れ
て

い
き
た
い
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

　
待
機
児
童
解
消
に
向
け

て
、
希
望
施
設
と
空
き
枠

の
ミ
ス
マ
ッ
チ
や
保
育
士

不
足
が
大
き
な
課
題
で

す
。
市
で
は
、
空
き
枠
の

確
保
と
し
て
、
既
存
施
設

の
定
員
増
員
や
定
員
の
弾

力
的
運
用
の
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
保
育

士
の
確
保
と
定
着
の
た
め

に
就
労
支
援
金
や
奨
学
金

返
済
支
援
、
家
賃
補
助
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
よ
る
負
担
軽

減
な
ど
多
角
的
な
支
援
を

講
じ
て
、
待
機
児
童
ゼ
ロ

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

問
　
希
望
園
を
複
数
書
け

る
中
で
１
つ
し
か
書
か
な

か
っ
た
場
合
は
、
待
機
児

童
に
含
ま
れ
な
い
の
か
。

答
　
第
１
希
望
が
満
員
で

入
れ
ず
、
次
に
案
内
で
き

る
空
き
の
あ
る
施
設
へ
の

入
所
を
勧
め
た
際
、
第
１

希
望
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
し
て
入
所
さ
れ
な
か

っ
た
場
合
は
、
国
の
定
義

に
基
づ
き
、
待
機
児
童
か

ら
除
外
さ
れ
る
。

問
　
待
機
児
童
を
含
め
た

入
所
保
留
児
童
数
の
現
状

と
前
年
比
の
推
移
は
。

答
　
令
和
８
年
４
月
時
点

で
は
１
０
２
名
で
、
前
年

度
よ
り
27
名
減
少
し
て
い

る
。

問
　
現
行
の
家
賃
補
助
を

市
外
在
住
者
ま
で
広
げ
る

検
討
は
。

答
　
条
件
の
あ
り
方
に
つ

い
て
改
め
て
検
討
を
行
う
。

　
不
登
校
児
童
生
徒
数
は

全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

り
、
市
内
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
令
和
３
年
度
３

０
４
人
か
ら
令
和
７
年
度

５
２
７
人
へ
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
市
は
、
福
岡
県
不
登
校

児
童
生
徒
支
援
グ
ラ
ン
ド

デ
ザ
イ
ン
や
文
部
科
学
省

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
」
に
基
づ
き
、
フ
ァ
ク

ト
フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
調

査
に
よ
っ
て
児
童
生
徒
の

状
況
を
把
握
し
、
早
期
の

段
階
か
ら
チ
ー
ム
サ
ポ
ー

ト
方
式
に
よ
る
個
別
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

つ
く
し
学
級
（
令
和
７
年

度
12
人
）
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活

用
（
令
和
６
〜
８
年
度
27

人
）
、
登
校
支
援
員
や
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
等
と
連

携
し
た
支
援
を
進
め
て
い

ま
す
。

問
　
学
校
任
せ
で
は
な
く
、

教
育
委
員
会
と
し
て
ど
う

関
わ
る
の
か
。

答
　
登
校
は
し
て
い
る
が

教
室
に
入
り
づ
ら
い
児
童

生
徒
へ
の
支
援
と
し
て
登

校
支
援
員
の
増
員
な
ど
の

対
応
を
し
て
い
る
。
児
童

生
徒
の
状
況
を
分
析
し
、

登
校
頻
度
や
状
態
に
応
じ

て
支
援
の
方
策
を
検
討
し

て
い
く
。

問
　
学
校
に
戻
す
こ
と
だ

け
が
重
要
な
の
か
、
学
び

の
場
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
か
。

答
　
最
終
的
な
目
的
は
社

会
的
自
立
で
あ
り
、
学
校

復
帰
だ
け
で
な
く
、
つ
く

し
学
級
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
、
家
庭

で
の
学
び
な
ど
も
含
め
、

そ
の
子
に
と
っ
て
良
い
選

択
肢
を
家
庭
と
相
談
・
協

議
し
て
い
く
。

建設環境常任委員会

重
層
的
支
援
体
制
整
備
に
お
け
る

(

仮
称)

参
加
支
援
協
力
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

待
機
児
童
の
状
況

報告

報告 調査

調査 報告

不
登
校
初
期
支
援

　
　
学
び
を
止
め
な
い
体
制
を

概
要

　
上
水
道
管
更
新
の
進
捗

状
況
は
、
第
１
期
・
第
２

期
老
朽
管
更
新
基
本
計
画

に
基
づ
き
行
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
更
新
の
対
象
と
な

る
老
朽
管
は
約
１
１
０
㎞

と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
う

ち
令
和
６
年
度
末
時
点
で

約
39
㎞
の
更
新
が
完
了
し

て
い
ま
す
。
令
和
７
年

度
の
老
朽
管
更
新
工
事

は
約
２
．
１
㎞
を
実
施
し
、

令
和
７
年
度
末
時
点
で
の

更
新
率
は
37
．
１
％
で
す
。

　
現
在
は
、
そ
の
計
画
の

う
ち
令
和
５
年
度
か
ら
令

和
14
年
度
ま
で
の
10
年
間

を
計
画
し
工
事
箇
所
を
決

め
て
順
次
進
め
て
い
ま
す
。

令
和
８
年
度
か
ら
令
和
11

年
度
は
約
３
㎞
の
工
事
を

計
画
し
て
お
り
、
令
和
14

年
度
ま
で
に
は
、
重
要
管

の
入
替
工
事
は
完
了
す
る

予
定
で
す
。

　
ま
た
、
漏
水
箇
所
の
点

検
と
し
て
、
人
工
衛
星
を

利
用
し
た
水
道
管
の
点
検

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

点
検
は
、
市
内
の
水
道
管

が
存
在
す
る
エ
リ
ア
を
、

１
か
所
当
た
り
半
径
約
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
円
に
振

り
分
け
た
上
で
漏
水
の
疑

い
が
あ
る
箇
所
を
把
握
す

る
調
査
で
す
。

　
赤
い
丸
線
が
衛
星
調
査

に
よ
り
漏
水
の
疑
い
が
あ

っ
た
１
２
０
か
所
で
す
。

こ
の
中
に
赤
い
点
で
示
し

て
い
る
箇
所
は
、
歩
行
に

よ
る
音
聴
調
査
（
水
が
漏

れ
て
い
る
音
を
検
知
す
る

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

調
査
）
で
、
実
際
に
漏
水

が
判
明
し
た
箇
所
で
あ
り
、

22
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す

が
既
に
漏
水
工
事
の
対
応

が
終
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
漏
水
が
疑
わ
れ
る
１
２

０
か
所
は
、
特
に
重
要
視

し
な
が
ら
、
水
が
染
み
出

て
い
な
い
か
な
ど
の
確
認

を
継
続
的
に
行
っ
て
お
り

発
見
次
第
、
早
急
に
対
応

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

問
　
コ
ス
ト
削
減
に
は
繋

が
っ
た
の
か
。
ま
た
、
衛

星
調
査
の
箇
所
は
漏
水
の

リ
ス
ク
が
高
い
の
か
。

答
　
コ
ス
ト
面
で
は
、
安

価
に
で
き
た
と
考
え
て
い

る
。
ま
た
、
調
査
箇
所
は

漏
水
の
リ
ス
ク
が
高
い
と

考
え
て
い
る
た
め
、
引
き

続
き
注
視
し
て
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
広
場
で

送
迎
車
両
の
待
機
が
平
日

夕
方
の
時
間
帯
に
慢
性
化

し
て
お
り
、
長
年
の
懸
案

事
項
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
黄
色
の
①
の
部
分
が
一

時
駐
車
場
と
し
て
使
わ
れ

て
い
た
際
は
、
通
勤
者
の

車
両
が
ほ
ぼ
１
日
中
駐
車

し
て
い
る
よ
う
な
状
態
が

続
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

現
在
は
利
用
で
き
な
い
状

況
で
す
が
、
こ
の
①
の
部

分
に
送
迎
車
両
を
誘
導
す

る
こ
と
で
、
ロ
ー
タ
リ
ー

内
の
待
機
車
両
を
減
ら
し

て
い
け
な
い
か
と
検
討
し

て
い
ま
す
。

　
長
時
間
駐
車
が

起
き
に
く
い
仕
組

み
と
し
て
駐
車
区

画
を
増
や
す
必
要

性
が
あ
る
た
め
、

②
の
部
分
を
駐
車

区
画
に
す
る
こ
と

で
12
台
駐
車
で
き

る
よ
う
に
検
討
し

て
い
ま
す
が
、
直

営
方
式
・
指
定
管

理
者
方
式
・
借
地

方
式
な
ど
ど
の
よ

う
に
運
営
し
て
い
く
か
課

題
が
あ
り
ま
す
。
費
用
対

効
果
が
一
番
高
い
も
の
は

ど
れ
か
引
き
続
き
調
査
研

究
し
、
運
営
の
目
途
が
立

て
ば
駐
車
場
整
備
に
も
着

手
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

問

ロ
ー
タ
リ
ー
の
敷
地

全
部
使
っ
て
、
駐
車
場
を

確
保
す
る
こ
と
は
考
え
ら

れ
な
い
の
か
。

答

検
討
を
進
め
て
い
く

中
で
参
考
と
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
上
水
道
管
更
新
の
進
捗

状
況
は
、
第
１
期
・
第
２

が
存
在
す
る
エ
リ
ア
を
、

１
か
所
当
た
り
半
径
約
１

０
０
メ
ー
ト
ル
の
円
に
振

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

調
査
）
で
、
実
際
に
漏
水

が
判
明
し
た
箇
所
で
あ
り
、

2
か
所
と
な
っ
て
い
ま
す

問
　
コ
ス
ト
削
減
に
は
繋

が
っ
た
の
か
。
ま
た
、
衛

宇
宙
か
ら
の
点
検
で
水
漏
れ
を
発
見
！

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
朽
化
し
た
水
道
管
を
早
期
修
繕
へ

Ｊ
Ｒ
原
田
駅
前
ロ
ー
タ
リ
ー
内
の

駐
車
場
整
備
の
検
討
状
況

委
員
会
で
の
質
疑

令和8年4月1日付け待機児童数  4人（前年比 △1人） 

施設数
（か所）

18

定員
（人）

2,497

入所児童数
（人）

2,320

入所率
（％）

92.9

１ 待機児童数（概数） 

２ 認可保育所入所状況（令和８年４月１日現在）

待機児童の状況について 

JR原田駅

漏水衛星調査で見つかった
漏水が疑われる箇所

実際に見つかった漏水箇所

答

答 問

答 問

答 問答 問

問

答 問

答 問

答 問

答 問
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質 問 題 目   一 覧

質問の内容に合わせた第七次筑紫野市総合計画における７つの政策のアイコン表記

人が育まれ、活躍できる子育て・
教育のまちづくり

政策
1

支えあい、暮らしに寄り添う
福祉のまちづくり

政策
5

市民が織りなすスポーツと
文化のまちづくり

政策
2

安全安心で快適な暮らしを
支えるまちづくり

政策
6

自然をまもり未来を育む
まちづくり

政策
3

政策実現のための市民目線の
行財政運営

政策
7

強みをいかした多様な産業で
賑わうまちづくり

政策
4

６月定例会の一般質問では、1５人の議員が25題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■佐々木　忠孝 議員
　①公園清掃業務の地元委託について

■坂口　勝彦 議員
　①中小企業活性化、観光施策について

■西村　和子 議員
　①市民図書館を市民全体の図書館へ

■古賀　新悟 議員
　①賃金労働条件と学生支援について

■宮﨑　吉弘 議員
　①街路樹の適正管理と倒木対策について

■八尋　一男 議員
　①自治会（行政区）の防犯灯電気代支払いについて
　②電子投開票システム導入について

■楢木　孝一 議員
　①認知症の人にもやさしいまちづくりについて
　②市民の健康づくりについて

■春口　あかね 議員
　①共同親権制度及び法定養育費制度施行後の
　　子どもの生活保障とひとり親家庭支援について
　②物価高騰下における地域経済の好循環と
　　将来への投資について

■前田　倫宏 議員
　①ＩＣＴ教育と不登校支援
　②子育て支援
　③観光振興

■山本　加奈子 議員
　①第二次筑紫野市都市計画マスタープランにおける
　　二日市地域のまちづくりについて
　②予防医療と健康延伸について

■吉村　陽一　議員
　①教員の働き方改革について

■段下　季一郎 議員
　①不登校対策について

■赤司　祥一 議員
　①エアコン2027年問題について
　②新たなモビリティの検討について

■辻本　美惠子 議員
　①地域共生社会の実現にむけて
　②新しい自転車通行ルールへの対応

■田中　允 議員
　①小学一年生の黄色のランドセルカバーについて
　②青少年のスポーツの振興について
　③平井市長の過去３年間の実績について

筑紫野市
ホームページ

中
小
企
業
振
興
条
例
制
定
を

問
　
観
光
客
受
入
環
境
と

交
通
面
の
課
題
は
。

答
　
観
光
客
の
増
加
に
伴

う
主
要
道
路
の
混
雑
や
観

光
地
間
の
回
遊
性
の
向
上

が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、

「
筑
紫
野
の
る
ー
と
」
な

ど
交
通
機
関
と
の
連
携
や

観
光
案
内
サ
イ
ン
の
整
備

な
ど
市
民
生
活
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
受
入
環
境

の
充
実
に
努
め
る
。

問
　
社
会
資
本
整
備
計
画

に
観
光
活
性
化
の
取
組
を

反
映
す
べ
き
で
は
。

答
　
計
画
及
び
交
付
金
の

そ
の
他
メ
ニ
ュ
ー
や
要
件

等
を
調
査
・
研
究
し
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
観
光
施
策
推
進
に
向

け
、
庁
内
連
携
を
強
化
す

べ
き
で
は
。

答
　
庁
内
横
断
的
な
組
織

で
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
会
議
な
ど
を
開
催

し
、
官
民
が
連
携
し
た
取

組
を
進
め
て
い
る
。

問
　
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
振
興
条
例
」
の

制
定
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
先
行
自
治
体
の
事
例

を
研
究
し
つ
つ
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
う
え

で
の
必
要
性
や
実
効
性
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

必
要
性
や
実
効
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い

つくし野 → つくし野
市民会議 → 市民会議

公明党 → 公明党筑紫野市議団
（－） → 会派に所属しない議員会  派 写真下の（　）は所属会派

問
　
市
が
地
元
に
委
託
し

て
い
る
公
園
の
清
掃
委
託

料
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
25
円
で
あ
る
が
、

昨
今
の
物
価
高
騰
下
で
は
、

草
刈
機
の
燃
料
代
等
を
ね

ん
出
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
委

託
料
単
価
を
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
公
園
清
掃
業
務
は
、

現
在
57
団
体
の
皆
様
に
清

掃
や
除
草
、
草
刈
り
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

公
園
の
良
好
な
環
境
維
持

の
多
大
な
る
協
力
に
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
委
託
料
の
単
価
に
関
し

て
は
、
実
費
相
当
額
を
補

填
す
る
も
の
で
は
な
く
、

活
動
に
対
す
る
謝
礼
的
な

意
味
合
い
が
あ
り
、
令
和

２
年
度
の
改
定
以
降
、
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
適
切
な
見
直
し
を

検
討
す
る
。

公
園
清
掃
委
託
料
の
引
き
上
げ
を

  

適
切
な
見
直
し
を
検
討
す
る

公
園
の
草
刈
り

佐々木 忠孝
（－）

中
小
企
業
活
性
化

 坂口 勝彦
（公明党）

６月定例会の一般質問では、1５人の議員が25題目にわたり質問しました。６月定例会の一般質問では、1５人の議員が25題目にわたり質問しました。６月定例会の一般質問では、1５人の議員が25題目にわたり質問しました。

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質問内容に、第七次筑紫野市総合計画の将来
都市像「ひとが輝き 自然が息づく 住み続けたい
幸福実感都市」を実現するために掲げる７つの
政策に合わせたアイコンを表記しました。
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P.12

P.13
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質 問 題 目   一 覧

質問の内容に合わせた第七次筑紫野市総合計画における７つの政策のアイコン表記

人が育まれ、活躍できる子育て・
教育のまちづくり

政策
1

支えあい、暮らしに寄り添う
福祉のまちづくり

政策
5

市民が織りなすスポーツと
文化のまちづくり

政策
2

安全安心で快適な暮らしを
支えるまちづくり

政策
6

自然をまもり未来を育む
まちづくり

政策
3

政策実現のための市民目線の
行財政運営

政策
7

強みをいかした多様な産業で
賑わうまちづくり

政策
4

６月定例会の一般質問では、1５人の議員が25題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■佐々木　忠孝 議員
　①公園清掃業務の地元委託について

■坂口　勝彦 議員
　①中小企業活性化、観光施策について

■西村　和子 議員
　①市民図書館を市民全体の図書館へ

■古賀　新悟 議員
　①賃金労働条件と学生支援について

■宮﨑　吉弘 議員
　①街路樹の適正管理と倒木対策について

■八尋　一男 議員
　①自治会（行政区）の防犯灯電気代支払いについて
　②電子投開票システム導入について

■楢木　孝一 議員
　①認知症の人にもやさしいまちづくりについて
　②市民の健康づくりについて

■春口　あかね 議員
　①共同親権制度及び法定養育費制度施行後の
　　子どもの生活保障とひとり親家庭支援について
　②物価高騰下における地域経済の好循環と
　　将来への投資について

■前田　倫宏 議員
　①ＩＣＴ教育と不登校支援
　②子育て支援
　③観光振興

■山本　加奈子 議員
　①第二次筑紫野市都市計画マスタープランにおける
　　二日市地域のまちづくりについて
　②予防医療と健康延伸について

■吉村　陽一　議員
　①教員の働き方改革について

■段下　季一郎 議員
　①不登校対策について

■赤司　祥一 議員
　①エアコン2027年問題について
　②新たなモビリティの検討について

■辻本　美惠子 議員
　①地域共生社会の実現にむけて
　②新しい自転車通行ルールへの対応

■田中　允 議員
　①小学一年生の黄色のランドセルカバーについて
　②青少年のスポーツの振興について
　③平井市長の過去３年間の実績について

筑紫野市
ホームページ

中
小
企
業
振
興
条
例
制
定
を

問
　
観
光
客
受
入
環
境
と

交
通
面
の
課
題
は
。

答
　
観
光
客
の
増
加
に
伴

う
主
要
道
路
の
混
雑
や
観

光
地
間
の
回
遊
性
の
向
上

が
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、

「
筑
紫
野
の
る
ー
と
」
な

ど
交
通
機
関
と
の
連
携
や

観
光
案
内
サ
イ
ン
の
整
備

な
ど
市
民
生
活
と
の
調
和

を
図
り
な
が
ら
受
入
環
境

の
充
実
に
努
め
る
。

問
　
社
会
資
本
整
備
計
画

に
観
光
活
性
化
の
取
組
を

反
映
す
べ
き
で
は
。

答
　
計
画
及
び
交
付
金
の

そ
の
他
メ
ニ
ュ
ー
や
要
件

等
を
調
査
・
研
究
し
活
用

を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
観
光
施
策
推
進
に
向

け
、
庁
内
連
携
を
強
化
す

べ
き
で
は
。

答
　
庁
内
横
断
的
な
組
織

で
あ
る
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
会
議
な
ど
を
開
催

し
、
官
民
が
連
携
し
た
取

組
を
進
め
て
い
る
。

問
　
「
中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
振
興
条
例
」
の

制
定
を
行
う
べ
き
で
は
。

答
　
先
行
自
治
体
の
事
例

を
研
究
し
つ
つ
、
地
域
経

済
の
活
性
化
を
図
る
う
え

で
の
必
要
性
や
実
効
性
を

引
き
続
き
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

必
要
性
や
実
効
性
を
検
討
し
て
い
き
た
い

つくし野 → つくし野
市民会議 → 市民会議

公明党 → 公明党筑紫野市議団
（－） → 会派に所属しない議員会  派 写真下の（　）は所属会派

問
　
市
が
地
元
に
委
託
し

て
い
る
公
園
の
清
掃
委
託

料
は
、
１
平
方
メ
ー
ト
ル

当
た
り
25
円
で
あ
る
が
、

昨
今
の
物
価
高
騰
下
で
は
、

草
刈
機
の
燃
料
代
等
を
ね

ん
出
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
り
つ
つ
あ
る
た
め
、
委

託
料
単
価
を
引
き
上
げ
る

べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　
公
園
清
掃
業
務
は
、

現
在
57
団
体
の
皆
様
に
清

掃
や
除
草
、
草
刈
り
を
担

っ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、

公
園
の
良
好
な
環
境
維
持

の
多
大
な
る
協
力
に
、
改

め
て
感
謝
申
し
上
げ
る
。

　
委
託
料
の
単
価
に
関
し

て
は
、
実
費
相
当
額
を
補

填
す
る
も
の
で
は
な
く
、

活
動
に
対
す
る
謝
礼
的
な

意
味
合
い
が
あ
り
、
令
和

２
年
度
の
改
定
以
降
、
据

え
置
き
と
な
っ
て
い
る
が
、

社
会
情
勢
の
変
化
等
を
踏

ま
え
、
適
切
な
見
直
し
を

検
討
す
る
。

公
園
清
掃
委
託
料
の
引
き
上
げ
を

  

適
切
な
見
直
し
を
検
討
す
る

公
園
の
草
刈
り

佐々木 忠孝
（－）

中
小
企
業
活
性
化

 坂口 勝彦
（公明党）

筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質問内容に、第七次筑紫野市総合計画の将来
都市像「ひとが輝き 自然が息づく 住み続けたい
幸福実感都市」を実現するために掲げる７つの
政策に合わせたアイコンを表記しました。
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録音ＣＤなどの書架

電子投開票システムのイメージ

問
　
視
覚
障
が
い
者
を
図

書
館
に
案
内
し
た
際
、
朗

読
Ｃ
Ｄ
の
図
書
館
同
士
の

貸
し
借
り
は
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
サ
ピ
エ

図
書
館
へ
リ
ン
ク
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
図
書
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
誰
も
が
読
書
を
通

じ
て
知
識
や
情
報
を
得
ら

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
筑
紫
野
市
民

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項
目

を
整
理
す
る
等
、
利
用
方

法
を
分
か
り
や
す
く
改
善

し
て
い
く
。

問
　
外
部
機
関
と
の
連
携

の
紹
介
等
、
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
図
書
館
職
員
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、
外
出

が
難
し
い
方
な
ど
へ
の
図

書
の
宅
配
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
是
非
実
現
す
べ
き
で

は
。

答
　
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
は
、
休
館
日
を
利
用
し
、

障
が
い
者
の
目
線
に
合
わ

せ
た
研
修
を
実
施
す
る
な

ど
、
今
後
も
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
図
書
館
の
宅
配
サ
ー
ビ

ス
は
、
他
自
治
体
の
状
況

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分

労
働
者
の
実
質
賃
金
引
上
げ
を

  

研
修
の
実
施
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

問
　
中
小
企
業
へ
の
直
接

支
援
と
セ
ッ
ト
で
市
内
企

業
で
働
く
労
働
者
の
実
質

賃
金
引
上
げ
を
国
へ
強
力

に
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

答
　
本
市
と
し
て
は
、
国

に
対
す
る
要
望
等
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
市
内
中
小
企
業
へ
の
経

営
支
援
は
、
商
工
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
　
市
職
員
お
よ
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
賃
上
げ

と
一
体
に
、
１
日
７
時
間
、

週
35
時
間
制
に
踏
み
出
す

こ
と
が
必
要
。
市
の
見
解

は
。

答
　
正
規
職
員
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
の
勧
告
に
基

づ
き
、
国
家
公
務
員
の
給

与
や
制
度
に
準
拠
す
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
職
員

の
任
用
条
件
等
に
つ
い
て
、

近
隣
市
の
動
向
を
把
握
し
、

最
低
賃
金
以
上
の
設
定
を

行
っ
て
い
く
。

問
　
市
内
中
小
企
業
の
経

営
支
援
に
つ
い
て
、
商
工

会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
す
る
こ
と
は
良
い
と
思

う
が
、
市
が
市
民
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
手
を
差

し
伸
べ
る
の
か
。

答
　
市
独
自
の
取
組
と
し

て
、
融
資
制
度
に
お
け
る

支
援
や
、
税
制
上
の
負
担

軽
減
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
市
内
事

業
所
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
努
め
て
い
く
。

  

市
内
事
業
所
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る

問
　
本
市
に
お
け
る
街
路

樹
の
点
検
方
法
及
び
頻
度

は
ど
う
実
施
し
て
い
る
か
。

答
　
令
和
７
年
度
に
お
い

て
全
て
の
街
路
樹
２
，
８

１
０
本
を
対
象
に
、
樹
木

医
に
よ
る
簡
易
診
断
を
実

施
し
倒
木
の
恐
れ
が
あ
り

緊
急
を
要
す
る
と
判
定
し

た
１
３
９
本
は
既
に
伐
採

を
完
了
し
て
い
る
。
更
に

詳
細
な
調
査
が
必
要
な
３

４
４
本
に
つ
い
て
詳
細
診

断
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
老
木
化
や
病
害
虫
被

害
な
ど
倒
木
に
繋
が
る
危

険
性
が
高
い
樹
木
の
状
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
８
年
度
は
、
こ

の
詳
細
診
断
の
結
果
に
基

づ
き
、
１
８
３
本
の
伐
採

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

残
る
１
６
１
本
に
つ
い
て

は
経
過
観
察
を
行
っ
て
い

く
。
今
後
、
簡
易
診
断
で

健
全
と
判
定
さ
れ
た
２
，

３
２
７
本
を
含
め
、
５
年

に
１
度
の
サ
イ
ク
ル
で
計

画
的
な
点
検
を
継
続
し
、

街
路
樹
の
状
態
把
握
に
努

め
て
い
く
。

問
　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

の
画
像
解
析
で
倒
木
リ
ス

ク
を
判
定
す
る
技
術
等
を

活
用
し
て
早
期
発
見
が
重

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
解

析
診
断
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
樹
木
医
に
よ
る
直
接

診
断
が
、
よ
り
精
度
の
高

い
手
法
と
考
え
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
導
入
す
る

予
定
は
な
い
。

街
路
樹
の
維
持
管
理
計
画
は
あ
る
か

  

計
画
的
維
持
管
理
と
倒
木
被
害
防
止
に
努
め
る

問
　
自
治
会
加
入
率
低
下

に
よ
る
財
政
負
担
増
加
を

市
は
課
題
と
し
て
認
識
し

て
い
る
か
。

答
　
加
入
率
低
下
は
全
国

的
傾
向
で
あ
り
、
会
費
収

入
が
減
少
し
自
治
会
の
財

政
運
営
に
影
響
が
あ
る
と

考
え
る
。

問
　
防
犯
灯
は
公
共
イ
ン

フ
ラ
と
位
置
づ
け
、
市
が

電
気
代
を
負
担
、
自
治
会

は
維
持
管
理
の
役
割
に
変

更
す
る
考
え
は
。

答
　
防
犯
灯
の
電
気
代
を

市
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
防
犯
灯
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
自
治

会
が
設
置
場
所
を
選
定
し

地
域
の
防
犯
活
動
の
一
環

と
し
て
設
置
及
び
維
持
管

理
を
担
っ
て
お
り
、
本
市

で
は
、
設
置
費
や
取
替
費
、

電
気
代
の
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
自
治
会

の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

問
　
国
・
県
は
、
街
路
灯

を
道
路
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
、
同
様
に
本

市
に
お
い
て
も
不
特
定
多

数
の
人
が
通
行
す
る
幹
線

道
路
の
防
犯
灯
は
、
市
が

電
気
代
を
負
担
す
る
軽
減

措
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
幹
線
道
路
の
防
犯
灯

の
性
格
や
管
理
主
体
は
他

の
防
犯
灯
と
変
わ
る
も
の

で
な
く
、
市
が
電
気
代
を

負
担
す
る
考
え
は
な
い
。

引
き
続
き
、
地
域
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

う
現
在
の
枠
組
み
の
中
で
、

自
治
会
の
負
担
軽
減
に
努

め
る
。

電
子
投
開
票
シ
ス
テ

ム
導
入
を

問
　
誤
記
を
な
く
し
無
効

票
ゼ
ロ
に
、
開
票
時
間
を

大
幅
短
縮
す
る
電
子
投
開

票
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
開
票
時
間
の
短
縮

や
、
書
き
間
違
い
に
よ
る

無
効
投
票
を
な
く
す
効
果

が
期
待
で
き
る
が
、
現
状

比
で
選
挙
事
務
に
係
る
費

用
が
大
幅
に
増
え
、
シ
ス

テ
ム
運
用
が
地
方
選
挙
に

限
定
な
ど
課
題
が
あ
り
、

国
・
県
や
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
す
る
。

公
共
性
が
あ
る
な
ら

　
　   

市
が
負
担
を

  

自
治
会
管
理
な
の
で

　
　
　市
の
公
共
財
で
は
な
い

問
　
認
知
症
の
人
が
地
域

の
人
と
共
生
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
色
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
や
分
か
り
や

す
い
目
印
が
つ
い
た
ト
イ

レ
、
手
摺
り
の
デ
ザ
イ
ン

を
市
の
施
設
に
取
り
入
れ

る
べ
き
で
は
。

答
　
認
知
症
の
人
に
配
慮

し
た
施
設
整
備
は
、
認
知

症
基
本
法
に
お
い
て
社
会

全
体
で
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
取
組
を
進
め
る
。

問
　
今
後
建
設
さ
れ
る
介

護
保
険
施
設
に
は
分
か
り

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
勧
め
て
は
。

答
　
認
知
症
の
人
に
配
慮

し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
利
用

者
の
安
心
感
や
安
全
性
の

向
上
に
資
す
る
。
事
業
者

へ
の
周
知
・
啓
発
、
相
談

助
言
、
先
進
事
例
の
紹
介

な
ど
取
り
組
み
や
す
い
形

か
ら
進
め
て
い
け
る
よ
う
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
民
の
健
康
づ
く
り

問
　
は
り
・
き
ゅ
う
費
助

成
の
目
的
と
利
用
実
績
は
。

答
　
被
保
険
者
の
健
康
増

進
が
目
的
で
医
療
費
削
減

へ
の
寄
与
も
期
待
し
て
い

る
。
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
利
用
回
数
は
令
和

７
年
度
３
，
１
０
７
回
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
の
利
用
回
数
が
令

和
７
年
度
３
，
５
０
７
回

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
国
保
税
率
の
県
下
統

一
と
な
る
令
和
15
年
度
以

降
、
介
護
予
防
の
面
か
ら

運
動
を
推
奨
し
て
い
く
う

え
で
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
へ
の
助
成
も
検
討

す
べ
き
で
は
。

答
　
国
保
税
率
統
一
後
の

は
り
・
き
ゅ
う
費
及
び
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
費

へ
の
助
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
福
岡
県
及
び
他

市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

ト
イ
レ
は
色
を
付
け

　
　
　分
か
り
や
す
く

  

認
知
症
の
人
に
配
慮
し
た

　
　
　
　施
設
整
備
を
進
め
る

共
生
社
会
の
実
現

共
生
社
会
の
実
現楢木 孝一

（つくし野）

み
ん
な
の
図
書
館

西村 和子
（市民会議）

中
小
企
業
支
援

古賀 新悟
（－）

街
路
樹
の
管
理

宮﨑 吉弘
（公明党）

防
犯
灯
の
電
気
代八尋 一男

（つくし野）

政策
6

政策
6

政策
7

政策
4

政策
5

政策
5

問問 答

答

答答

問問 答

問答

答 答

問問

問

答答

答

答

問問

問

答答

問

答

答

答

問答

問

問 問

答

答答

答

答

答
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録音ＣＤなどの書架

電子投開票システムのイメージ

問
　
視
覚
障
が
い
者
を
図

書
館
に
案
内
し
た
際
、
朗

読
Ｃ
Ｄ
の
図
書
館
同
士
の

貸
し
借
り
は
な
い
と
い
う

こ
と
だ
っ
た
が
、
サ
ピ
エ

図
書
館
へ
リ
ン
ク
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
図
書
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
進
め
る

必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
障
が
い
の
有
無
に
関

わ
ら
ず
誰
も
が
読
書
を
通

じ
て
知
識
や
情
報
を
得
ら

れ
る
環
境
を
整
備
す
る
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
ま
ず
は
筑
紫
野
市
民

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

お
い
て
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項
目

を
整
理
す
る
等
、
利
用
方

法
を
分
か
り
や
す
く
改
善

し
て
い
く
。

問
　
外
部
機
関
と
の
連
携

の
紹
介
等
、
障
が
い
の
あ

る
方
へ
の
図
書
館
職
員
の

サ
ー
ビ
ス
向
上
と
、
外
出

が
難
し
い
方
な
ど
へ
の
図

書
の
宅
配
な
ど
の
サ
ー
ビ

ス
を
是
非
実
現
す
べ
き
で

は
。

答
　
職
員
の
サ
ー
ビ
ス
向

上
は
、
休
館
日
を
利
用
し
、

障
が
い
者
の
目
線
に
合
わ

せ
た
研
修
を
実
施
す
る
な

ど
、
今
後
も
よ
り
良
い

サ
ー
ビ
ス
と
な
る
よ
う
努

め
て
い
く
。

　
図
書
館
の
宅
配
サ
ー
ビ

ス
は
、
他
自
治
体
の
状
況

を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

障
が
い
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
不
十
分

労
働
者
の
実
質
賃
金
引
上
げ
を

  

研
修
の
実
施
で
よ
り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
努
め
る

問
　
中
小
企
業
へ
の
直
接

支
援
と
セ
ッ
ト
で
市
内
企

業
で
働
く
労
働
者
の
実
質

賃
金
引
上
げ
を
国
へ
強
力

に
求
め
る
べ
き
だ
と
考
え

る
が
、
見
解
は
。

答
　
本
市
と
し
て
は
、
国

に
対
す
る
要
望
等
は
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

　
市
内
中
小
企
業
へ
の
経

営
支
援
は
、
商
工
会
な
ど

の
関
係
団
体
と
連
携
し
、

引
き
続
き
取
り
組
ん
で
い

く
。

問
　
市
職
員
お
よ
び
会
計

年
度
任
用
職
員
の
賃
上
げ

と
一
体
に
、
１
日
７
時
間
、

週
35
時
間
制
に
踏
み
出
す

こ
と
が
必
要
。
市
の
見
解

は
。

答
　
正
規
職
員
に
つ
い
て

は
、
人
事
院
の
勧
告
に
基

づ
き
、
国
家
公
務
員
の
給

与
や
制
度
に
準
拠
す
る
。

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に

つ
い
て
は
、
全
て
の
職
員

の
任
用
条
件
等
に
つ
い
て
、

近
隣
市
の
動
向
を
把
握
し
、

最
低
賃
金
以
上
の
設
定
を

行
っ
て
い
く
。

問
　
市
内
中
小
企
業
の
経

営
支
援
に
つ
い
て
、
商
工

会
な
ど
の
関
係
団
体
と
連

携
す
る
こ
と
は
良
い
と
思

う
が
、
市
が
市
民
に
対
し

て
、
ど
の
よ
う
に
手
を
差

し
伸
べ
る
の
か
。

答
　
市
独
自
の
取
組
と
し

て
、
融
資
制
度
に
お
け
る

支
援
や
、
税
制
上
の
負
担

軽
減
な
ど
を
実
施
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
市
内
事

業
所
に
寄
り
添
っ
た
支
援

に
努
め
て
い
く
。

  

市
内
事
業
所
に
寄
り
添
っ
た
支
援
に
努
め
る

問
　
本
市
に
お
け
る
街
路

樹
の
点
検
方
法
及
び
頻
度

は
ど
う
実
施
し
て
い
る
か
。

答
　
令
和
７
年
度
に
お
い

て
全
て
の
街
路
樹
２
，
８

１
０
本
を
対
象
に
、
樹
木

医
に
よ
る
簡
易
診
断
を
実

施
し
倒
木
の
恐
れ
が
あ
り

緊
急
を
要
す
る
と
判
定
し

た
１
３
９
本
は
既
に
伐
採

を
完
了
し
て
い
る
。
更
に

詳
細
な
調
査
が
必
要
な
３

４
４
本
に
つ
い
て
詳
細
診

断
を
実
施
し
て
い
る
。

問
　
老
木
化
や
病
害
虫
被

害
な
ど
倒
木
に
繋
が
る
危

険
性
が
高
い
樹
木
の
状
態

を
把
握
し
て
い
る
の
か
。

答
　
令
和
８
年
度
は
、
こ

の
詳
細
診
断
の
結
果
に
基

づ
き
、
１
８
３
本
の
伐
採

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、

残
る
１
６
１
本
に
つ
い
て

は
経
過
観
察
を
行
っ
て
い

く
。
今
後
、
簡
易
診
断
で

健
全
と
判
定
さ
れ
た
２
，

３
２
７
本
を
含
め
、
５
年

に
１
度
の
サ
イ
ク
ル
で
計

画
的
な
点
検
を
継
続
し
、

街
路
樹
の
状
態
把
握
に
努

め
て
い
く
。

問
　
人
工
知
能
（
Ａ
Ｉ
）

の
画
像
解
析
で
倒
木
リ
ス

ク
を
判
定
す
る
技
術
等
を

活
用
し
て
早
期
発
見
が
重

要
と
考
え
る
が
見
解
は
。

答
　
Ａ
Ｉ
に
よ
る
画
像
解

析
診
断
の
活
用
に
つ
い
て

は
、
樹
木
医
に
よ
る
直
接

診
断
が
、
よ
り
精
度
の
高

い
手
法
と
考
え
て
い
る
た

め
、
現
時
点
で
導
入
す
る

予
定
は
な
い
。

街
路
樹
の
維
持
管
理
計
画
は
あ
る
か

  

計
画
的
維
持
管
理
と
倒
木
被
害
防
止
に
努
め
る

問
　
自
治
会
加
入
率
低
下

に
よ
る
財
政
負
担
増
加
を

市
は
課
題
と
し
て
認
識
し

て
い
る
か
。

答
　
加
入
率
低
下
は
全
国

的
傾
向
で
あ
り
、
会
費
収

入
が
減
少
し
自
治
会
の
財

政
運
営
に
影
響
が
あ
る
と

考
え
る
。

問
　
防
犯
灯
は
公
共
イ
ン

フ
ラ
と
位
置
づ
け
、
市
が

電
気
代
を
負
担
、
自
治
会

は
維
持
管
理
の
役
割
に
変

更
す
る
考
え
は
。

答
　
防
犯
灯
の
電
気
代
を

市
が
全
額
負
担
す
る
こ
と

に
つ
い
て
、
防
犯
灯
は
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
自
治

会
が
設
置
場
所
を
選
定
し

地
域
の
防
犯
活
動
の
一
環

と
し
て
設
置
及
び
維
持
管

理
を
担
っ
て
お
り
、
本
市

で
は
、
設
置
費
や
取
替
費
、

電
気
代
の
補
助
を
行
っ
て

お
り
、
引
き
続
き
自
治
会

の
負
担
軽
減
に
努
め
る
。

問
　
国
・
県
は
、
街
路
灯

を
道
路
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
、
同
様
に
本

市
に
お
い
て
も
不
特
定
多

数
の
人
が
通
行
す
る
幹
線

道
路
の
防
犯
灯
は
、
市
が

電
気
代
を
負
担
す
る
軽
減

措
置
を
検
討
で
き
な
い
か
。

答
　
幹
線
道
路
の
防
犯
灯

の
性
格
や
管
理
主
体
は
他

の
防
犯
灯
と
変
わ
る
も
の

で
な
く
、
市
が
電
気
代
を

負
担
す
る
考
え
は
な
い
。

引
き
続
き
、
地
域
と
行
政

が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
担

う
現
在
の
枠
組
み
の
中
で
、

自
治
会
の
負
担
軽
減
に
努

め
る
。

電
子
投
開
票
シ
ス
テ

ム
導
入
を

問
　
誤
記
を
な
く
し
無
効

票
ゼ
ロ
に
、
開
票
時
間
を

大
幅
短
縮
す
る
電
子
投
開

票
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て

は
ど
う
か
。

答
　
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
り
、
開
票
時
間
の
短
縮

や
、
書
き
間
違
い
に
よ
る

無
効
投
票
を
な
く
す
効
果

が
期
待
で
き
る
が
、
現
状

比
で
選
挙
事
務
に
係
る
費

用
が
大
幅
に
増
え
、
シ
ス

テ
ム
運
用
が
地
方
選
挙
に

限
定
な
ど
課
題
が
あ
り
、

国
・
県
や
他
自
治
体
の
動

向
を
注
視
す
る
。

公
共
性
が
あ
る
な
ら

　
　   

市
が
負
担
を

  

自
治
会
管
理
な
の
で

　
　
　市
の
公
共
財
で
は
な
い

問
　
認
知
症
の
人
が
地
域

の
人
と
共
生
で
き
る
環
境

づ
く
り
に
向
け
、
色
の
コ

ン
ト
ラ
ス
ト
や
分
か
り
や

す
い
目
印
が
つ
い
た
ト
イ

レ
、
手
摺
り
の
デ
ザ
イ
ン

を
市
の
施
設
に
取
り
入
れ

る
べ
き
で
は
。

答
　
認
知
症
の
人
に
配
慮

し
た
施
設
整
備
は
、
認
知

症
基
本
法
に
お
い
て
社
会

全
体
で
推
進
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
取
組
を
進
め
る
。

問
　
今
後
建
設
さ
れ
る
介

護
保
険
施
設
に
は
分
か
り

や
す
い
デ
ザ
イ
ン
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
勧
め
て
は
。

答
　
認
知
症
の
人
に
配
慮

し
た
デ
ザ
イ
ン
は
、
利
用

者
の
安
心
感
や
安
全
性
の

向
上
に
資
す
る
。
事
業
者

へ
の
周
知
・
啓
発
、
相
談

助
言
、
先
進
事
例
の
紹
介

な
ど
取
り
組
み
や
す
い
形

か
ら
進
め
て
い
け
る
よ
う
、

次
期
介
護
保
険
事
業
計
画

に
お
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
民
の
健
康
づ
く
り

問
　
は
り
・
き
ゅ
う
費
助

成
の
目
的
と
利
用
実
績
は
。

答
　
被
保
険
者
の
健
康
増

進
が
目
的
で
医
療
費
削
減

へ
の
寄
与
も
期
待
し
て
い

る
。
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
利
用
回
数
は
令
和

７
年
度
３
，
１
０
７
回
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
被

保
険
者
の
利
用
回
数
が
令

和
７
年
度
３
，
５
０
７
回

と
な
っ
て
い
る
。

問
　
国
保
税
率
の
県
下
統

一
と
な
る
令
和
15
年
度
以

降
、
介
護
予
防
の
面
か
ら

運
動
を
推
奨
し
て
い
く
う

え
で
、
あ
ん
摩
マ
ッ
サ
ー

ジ
指
圧
へ
の
助
成
も
検
討

す
べ
き
で
は
。

答
　
国
保
税
率
統
一
後
の

は
り
・
き
ゅ
う
費
及
び
あ

ん
摩
マ
ッ
サ
ー
ジ
指
圧
費

へ
の
助
成
の
あ
り
方
に
つ

い
て
は
、
福
岡
県
及
び
他

市
町
村
の
動
向
を
注
視
し

て
い
く
。

ト
イ
レ
は
色
を
付
け

　
　
　分
か
り
や
す
く

  

認
知
症
の
人
に
配
慮
し
た

　
　
　
　施
設
整
備
を
進
め
る

問
　
認
知
症
の
人
が
地
域

問
　
今
後
建
設
さ
れ
る
介

共
生
社
会
の
実
現

共
生
社
会
の
実
現楢木 孝一

（つくし野）

み
ん
な
の
図
書
館

西村 和子
（市民会議）

中
小
企
業
支
援

古賀 新悟
（－）

街
路
樹
の
管
理

宮﨑 吉弘
（公明党）

防
犯
灯
の
電
気
代八尋 一男

（つくし野）

政策
6

政策
6

政策
7

政策
4

政策
5

政策
5

問問 答

答

答答

問問 答

問答

答 答

問問

問

答答

答

答

問問

問

答答

問

答

答

答

問答

問

問 問

答

答答

答

答

答
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問
　
休
憩
の
時
間
帯
に
職

員
会
議
や
委
員
会
な
ど
の

業
務
は
入
っ
て
い
な
い
か
。

現
状
は
。

答
　
全
て
の
学
校
で
通
常

は
業
務
を
入
れ
な
い
も
の

の
、
児
童
生
徒
の
指
導
や

学
校
生
活
に
付
随
す
る
活

動
等
に
お
い
て
業
務
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
児
童
生
徒
の
指
導
や

学
校
生
活
等
の
業
務
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
労
働
基
準
法

上
の
休
憩
が
45
分
付
与
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

答
　
放
課
後
や
授
業
が
な

い
時
間
帯
に
残
り
の
休
憩

を
取
得
す
る
よ
う
、
各
学

校
に
お
い
て
運
用
し
て
い

る
。

問
　
先
生
た
ち
が
比
較
的

時
間
が
と
り
や
す
い
夏
休

み
期
間
中
に
、
教
員
の
休

憩
時
間
に
関
す
る
一
斉
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
現
状
把

握
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
全
国
的
に
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
教
職
員

の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
校
長
会
な
ど
を
通
じ

て
、
適
正
な
休
憩
時
間
の

取
得
や
時
間
外
在
校
等
時

間
の
状
況
を
把
握
し
て
い

く
。

休
憩
に
関
す
る
一
斉
ア
ン
ケ
ー
ト
を

  

校
長
会
等
を
通
じ
て
状
況
把
握
を
し
て
い
く

問
　
法
定
養
育
費
制
度
が

始
ま
っ
た
こ
と
で
本
市
の

相
談
内
容
や
子
ど
も
の
生

活
保
障
に
ど
ん
な
影
響
が

生
じ
る
と
認
識
し
て
い
る

か
。
「
こ
の
金
額
を
払
え

ば
親
と
し
て
十
分
責
任
を

果
た
し
た
」
と
い
っ
た
誤

解
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

養
育
費
に
関
す
る
交
渉
や

手
続
き
を
せ
ず
法
律
で
決

め
ら
れ
た
養
育
費
を
確
保

で
き
る
た
め
、
子
ど
も
の

生
活
保
障
に
つ
な
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
は
あ
く
ま
で
も

暫
定
的
・
補
充
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は

相
談
対
応
や
情
報
発
信
を

通
じ
て
新
制
度
の
正
し
い

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
養
育
費
を
含

む
そ
の
他
の
取
決
め
が
適

正
に
行
わ
れ
る
よ
う
養
育

費
確
保
支
援
事
業
等
の
活

用
を
促
し
て
い
く
。

地
域
経
済
の
好
循
環

と
将
来
へ
の
投
資

問
　
商
工
会
で
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事

業
」
が
始
ま
っ
た
。
一
部

事
業
者
や
一
過
性
の
機
会

で
終
わ
ら
せ
ず
、
市
も
観

光
、
商
工
業
、
農
業
を
結

び
付
け
地
域
経
済
戦
略
と

し
て
育
て
る
べ
き
で
は
。

答
　
収
益
力
の
向
上
と
価

格
転
嫁
は
経
営
努
力
に
よ

り
持
続
可
能
な
基
盤
を
構

築
す
る
こ
と
が
経
営
の
基

本
だ
が
社
会
情
勢
の
急
激

な
変
化
で
個
々
の
努
力
だ

け
で
は
克
服
が
困
難
な
状

況
も
認
識
し
て
い
る
。

　
市
は
商
工
会
が
実
施
す

る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

を
支
援
し
、
市
内
事
業
所

の
商
品
価
値
の
向
上
に
努

め
従
来
か
ら
取
り
組
む
中

小
企
業
融
資
制
度
の
保
証

料
補
助
や
生
産
性
向
上
を

図
る
事
業
所
の
固
定
資
産

税
の
減
額
等
で
事
業
所
の

負
担
を
減
ら
し
経
営
を
下

支
え
し
て
い
る
。
専
門
相

談
は
福
岡
県
中
小
企
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
経
営
相
談

や
専
門
家
の
派
遣
事
業
を

周
知
し
て
い
る
。

※生成AIで作成したものなので、
実際にこのような商品はありません。

養
育
費
確
保

支
援
の
効
果
は

  

現
況
届
手
続
き
で

  

全
て
の
方
が
受
給
し
て
い
る

問
　
本
市
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
、
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
る
。
他
自
治

体
は
、
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

支
援
等
を
進
め
て
い
る
が
、

状
況
と
今
後
の
活
用
は
。

答
　
配
信
用
端
末
の
整
備

を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

等
に
よ
る
技
術
的
支
援
を

行
い
、
対
象
と
な
る
児
童

生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
び
の
機
会
の
提
供
を

進
め
、
ま
ず
は
不
登
校
の

解
消
に
向
け
た
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

観
光
振
興

問
　
菅
原
道
真
公
ゆ
か
り

の
歴
史
資
源
を
、
合
格
祈

願
・
学
問
成
就
・
受
験
生

応
援
と
い
っ
た
物
語
と
し

て
発
信
し
、
観
光
振
興
に

繋
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
　
テ
ー
マ
性
を
持
た
せ

た
発
信
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
先
日
、
市

民
の
方
か
ら
道
真
公
を
活

用
し
た
提
案
も
あ
り
、
引

き
続
き
、
ご
意
見
や
そ
の

内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

関
係
団
体
と
共
有
し
、
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

育
児
用
品

問
　
育
児
用
品
に
関
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連

携
し
た
「
譲
り
合
い
事

業
」
を
検
討
で
き
な
い

か
。

答
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
等
の
公
共

施
設
で
「
お
譲
り
会
」
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
子
育
て
世
帯

や
地
域
の
多
世
代
と
の
交

流
に
も
繋
が
る
な
ど
、
地

域
活
性
化
や
育
児
の
孤
立

防
止
に
も
効
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

市
も
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン

ト
形
式
で
の
お
譲
り
会
な

ど
、
市
民
同
士
が
安
心
し

て
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

支
援
の
活
用
は

  

不
登
校
解
消
に
向
け
た

　
　
　施
策
を
展
開
し
て
い
く

春口 あかね
（市民会議）

春口 あかね

共
同
親
権
制
度

問
　
本
市
の
第
二
次
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

令
和
８
年
３
月
に
改
訂
さ

れ
、
目
標
年
次
を
17
年
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
。

J
R
二
日
市
駅
や
西
鉄
二

日
市
駅
周
辺
等
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
イ
メ
ー
ジ

を
形
に
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
は
。

答
　
策
定
に
は
、
鉄
道
事

業
者
と
の
連
携
が
不
可
欠

と
な
る
の
で
、
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
鉄

道
事
業
者
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
活
性
化
に
向
け
た

合
意
形
成
や
ま
ち
づ
く
り

方
針
の
具
現
化
に
努
め
て

い
く
。

問
　
平
成
20
年
に
策
定
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
基
本
的
な
方
針
を
継

承
し
て
い
る
た
め
、
整
合

性
は
十
分
に
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
計
画
に
は
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
運

用
と
管
理
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
進
捗
状

況
を
確
認
す
る
の
か
。
市

民
が
進
捗
を
実
感
で
き
る

仕
組
み
に
で
き
な
い
か
。

答
　
進
捗
確
認
は
都
市
計

画
課
が
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
実
施
。
進
捗
を
実

感
で
き
る
仕
組
み
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
一
定
の
段
階
で
市
民

の
皆
様
に
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
他
市

の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
ま
ち
の
変
化
が
実
感

で
き
る
情
報
発
信
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

問
　
令
和
８
年
度
か
ら
、

よ
り
重
症
化
予
防
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

に
変
更
さ
れ
た
が
66
歳
以

上
の
方
へ
の
助
成
は
令
和

８
年
度
（
令
和
９
年
３
月

31
日
）
を
も
っ
て
終
了
す

る
。
周
知
は
。

答
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
S
N
S
な
ど
多
様

な
媒
体
を
通
じ
て
広
く
丁

寧
な
周
知
に
つ
い
て
更
な

る
工
夫
を
図
っ
て
い
く
。

進
捗
を
実
感

で
き
る
仕
組
に

  

見
え
る
化
は
重
要

　
　他
市
事
例
を
参
考
に
検
討

不
登
校
支
援

不
登
校
支
援前田 倫宏

（つくし野）

二
日
市
街
づ
く
り

二
日
市
街
づ
く
り山本 加奈子

（公明党）

教
員
の
休
憩
時
間

吉村 陽一
（市民会議）

政策
1

政策
1

政策
4

政策
1

政策
4

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※6月定例会会議録は8月中旬以降に閲覧可能となります。

政策
5

政策
6

問問 問 答答

答

答

問答

答 問

答

問答問

問 答

答

答

答

問

問問

答

問

答答

答

答答

答
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問
　
休
憩
の
時
間
帯
に
職

員
会
議
や
委
員
会
な
ど
の

業
務
は
入
っ
て
い
な
い
か
。

現
状
は
。

答
　
全
て
の
学
校
で
通
常

は
業
務
を
入
れ
な
い
も
の

の
、
児
童
生
徒
の
指
導
や

学
校
生
活
に
付
随
す
る
活

動
等
に
お
い
て
業
務
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と

を
確
認
し
て
い
る
。

問
　
児
童
生
徒
の
指
導
や

学
校
生
活
等
の
業
務
が
発

生
す
る
場
合
が
あ
る
と
い

う
こ
と
は
、
労
働
基
準
法

上
の
休
憩
が
45
分
付
与
さ

れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

か
。

答
　
放
課
後
や
授
業
が
な

い
時
間
帯
に
残
り
の
休
憩

を
取
得
す
る
よ
う
、
各
学

校
に
お
い
て
運
用
し
て
い

る
。

問
　
先
生
た
ち
が
比
較
的

時
間
が
と
り
や
す
い
夏
休

み
期
間
中
に
、
教
員
の
休

憩
時
間
に
関
す
る
一
斉
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
現
状
把

握
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
全
国
的
に
喫
緊
の
課

題
と
な
っ
て
い
る
教
職
員

の
働
き
方
改
革
を
進
め
る

た
め
、
教
育
委
員
会
と
し

て
も
校
長
会
な
ど
を
通
じ

て
、
適
正
な
休
憩
時
間
の

取
得
や
時
間
外
在
校
等
時

間
の
状
況
を
把
握
し
て
い

く
。

休
憩
に
関
す
る
一
斉
ア
ン
ケ
ー
ト
を

  

校
長
会
等
を
通
じ
て
状
況
把
握
を
し
て
い
く

問
　
法
定
養
育
費
制
度
が

始
ま
っ
た
こ
と
で
本
市
の

相
談
内
容
や
子
ど
も
の
生

活
保
障
に
ど
ん
な
影
響
が

生
じ
る
と
認
識
し
て
い
る

か
。
「
こ
の
金
額
を
払
え

ば
親
と
し
て
十
分
責
任
を

果
た
し
た
」
と
い
っ
た
誤

解
が
生
じ
て
い
な
い
か
。

答
　
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に

養
育
費
に
関
す
る
交
渉
や

手
続
き
を
せ
ず
法
律
で
決

め
ら
れ
た
養
育
費
を
確
保

で
き
る
た
め
、
子
ど
も
の

生
活
保
障
に
つ
な
が
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
が
、

こ
の
制
度
は
あ
く
ま
で
も

暫
定
的
・
補
充
的
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
市
と
し
て
は

相
談
対
応
や
情
報
発
信
を

通
じ
て
新
制
度
の
正
し
い

認
識
を
深
め
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
、
養
育
費
を
含

む
そ
の
他
の
取
決
め
が
適

正
に
行
わ
れ
る
よ
う
養
育

費
確
保
支
援
事
業
等
の
活

用
を
促
し
て
い
く
。

地
域
経
済
の
好
循
環

と
将
来
へ
の
投
資

問
　
商
工
会
で
「
つ
く
し

ち
ゃ
ん
ブ
ラ
ン
ド
認
定
事

業
」
が
始
ま
っ
た
。
一
部

事
業
者
や
一
過
性
の
機
会

で
終
わ
ら
せ
ず
、
市
も
観

光
、
商
工
業
、
農
業
を
結

び
付
け
地
域
経
済
戦
略
と

し
て
育
て
る
べ
き
で
は
。

答
　
収
益
力
の
向
上
と
価

格
転
嫁
は
経
営
努
力
に
よ

り
持
続
可
能
な
基
盤
を
構

築
す
る
こ
と
が
経
営
の
基

本
だ
が
社
会
情
勢
の
急
激

な
変
化
で
個
々
の
努
力
だ

け
で
は
克
服
が
困
難
な
状

況
も
認
識
し
て
い
る
。

　
市
は
商
工
会
が
実
施
す

る
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
推
進

を
支
援
し
、
市
内
事
業
所

の
商
品
価
値
の
向
上
に
努

め
従
来
か
ら
取
り
組
む
中

小
企
業
融
資
制
度
の
保
証

料
補
助
や
生
産
性
向
上
を

図
る
事
業
所
の
固
定
資
産

税
の
減
額
等
で
事
業
所
の

負
担
を
減
ら
し
経
営
を
下

支
え
し
て
い
る
。
専
門
相

談
は
福
岡
県
中
小
企
業
振

興
セ
ン
タ
ー
の
経
営
相
談

や
専
門
家
の
派
遣
事
業
を

周
知
し
て
い
る
。

※生成AIで作成したものなので、
実際にこのような商品はありません。

養
育
費
確
保

支
援
の
効
果
は

  

現
況
届
手
続
き
で

  

全
て
の
方
が
受
給
し
て
い
る

問
　
本
市
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
、
増
加
傾
向
で

推
移
し
て
い
る
。
他
自
治

体
は
、
不
登
校
児
童
生
徒

に
対
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

支
援
等
を
進
め
て
い
る
が
、

状
況
と
今
後
の
活
用
は
。

答
　
配
信
用
端
末
の
整
備

を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員

等
に
よ
る
技
術
的
支
援
を

行
い
、
対
象
と
な
る
児
童

生
徒
へ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
配

信
を
実
施
し
て
い
る
。
今

後
も
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し

た
学
び
の
機
会
の
提
供
を

進
め
、
ま
ず
は
不
登
校
の

解
消
に
向
け
た
施
策
を
展

開
し
て
い
く
。

観
光
振
興

問
　
菅
原
道
真
公
ゆ
か
り

の
歴
史
資
源
を
、
合
格
祈

願
・
学
問
成
就
・
受
験
生

応
援
と
い
っ
た
物
語
と
し

て
発
信
し
、
観
光
振
興
に

繋
げ
ら
れ
な
い
か
。

答
　
テ
ー
マ
性
を
持
た
せ

た
発
信
は
重
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
。
先
日
、
市

民
の
方
か
ら
道
真
公
を
活

用
し
た
提
案
も
あ
り
、
引

き
続
き
、
ご
意
見
や
そ
の

内
容
を
参
考
に
し
な
が
ら
、

関
係
団
体
と
共
有
し
、
活

用
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

育
児
用
品

問
　
育
児
用
品
に
関
し
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連

携
し
た
「
譲
り
合
い
事

業
」
を
検
討
で
き
な
い

か
。

答
　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
や
公
民
館
等
の
公
共

施
設
で
「
お
譲
り
会
」
な

ど
が
開
催
さ
れ
て
い
る
地

域
も
あ
り
、
子
育
て
世
帯

や
地
域
の
多
世
代
と
の
交

流
に
も
繋
が
る
な
ど
、
地

域
活
性
化
や
育
児
の
孤
立

防
止
に
も
効
果
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。
今
後
は
、

市
も
関
係
団
体
等
と
連
携

し
、
情
報
発
信
や
イ
ベ
ン

ト
形
式
で
の
お
譲
り
会
な

ど
、
市
民
同
士
が
安
心
し

て
支
え
合
え
る
仕
組
み
づ

く
り
を
検
討
し
て
い
く
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た

支
援
の
活
用
は

  

不
登
校
解
消
に
向
け
た

　
　
　施
策
を
展
開
し
て
い
く

春口 あかね
（市民会議）

共
同
親
権
制
度

問
　
本
市
の
第
二
次
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は

令
和
８
年
３
月
に
改
訂
さ

れ
、
目
標
年
次
を
17
年
と

す
る
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
。

J
R
二
日
市
駅
や
西
鉄
二

日
市
駅
周
辺
等
の
中
心
市

街
地
の
活
性
化
イ
メ
ー
ジ

を
形
に
す
る
ロ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
策
定
は
。

答
　
策
定
に
は
、
鉄
道
事

業
者
と
の
連
携
が
不
可
欠

と
な
る
の
で
、
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
鉄

道
事
業
者
と
協
議
を
重
ね

な
が
ら
活
性
化
に
向
け
た

合
意
形
成
や
ま
ち
づ
く
り

方
針
の
具
現
化
に
努
め
て

い
く
。

問
　
平
成
20
年
に
策
定
し

た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構

想
と
の
整
合
性
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
　
基
本
的
な
方
針
を
継

承
し
て
い
る
た
め
、
整
合

性
は
十
分
に
図
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

問
　
本
計
画
に
は
、
Ｐ
Ｄ

Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
運

用
と
管
理
が
示
さ
れ
て
い

る
。
ど
の
よ
う
に
進
捗
状

況
を
確
認
す
る
の
か
。
市

民
が
進
捗
を
実
感
で
き
る

仕
組
み
に
で
き
な
い
か
。

答
　
進
捗
確
認
は
都
市
計

画
課
が
、
関
係
部
署
と
連

携
し
て
実
施
。
進
捗
を
実

感
で
き
る
仕
組
み
は
、
ま

ち
づ
く
り
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
一
定
の
段
階
で
市
民

の
皆
様
に
「
見
え
る
化
」

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
他
市

の
事
例
も
参
考
に
し
な
が

ら
、
ま
ち
の
変
化
が
実
感

で
き
る
情
報
発
信
の
あ
り

方
を
検
討
し
て
い
く
。

高
齢
者
肺
炎
球
菌

ワ
ク
チ
ン

問
　
令
和
８
年
度
か
ら
、

よ
り
重
症
化
予
防
の
効
果

が
期
待
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン

に
変
更
さ
れ
た
が
66
歳
以

上
の
方
へ
の
助
成
は
令
和

８
年
度
（
令
和
９
年
３
月

31
日
）
を
も
っ
て
終
了
す

る
。
周
知
は
。

答
　
広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
、
S
N
S
な
ど
多
様

な
媒
体
を
通
じ
て
広
く
丁

寧
な
周
知
に
つ
い
て
更
な

る
工
夫
を
図
っ
て
い
く
。

進
捗
を
実
感

で
き
る
仕
組
に

  

見
え
る
化
は
重
要

　
　他
市
事
例
を
参
考
に
検
討

不
登
校
支
援

不
登
校
支
援前田 倫宏

（つくし野）

二
日
市
街
づ
く
り

二
日
市
街
づ
く
り山本 加奈子

（公明党）

教
員
の
休
憩
時
間

吉村 陽一
（市民会議）

政策
1

政策
1

政策
4

政策
1

政策
4

本会議会議録 委員会会議録

本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※6月定例会会議録は8月中旬以降に閲覧可能となります。

政策
5

政策
6

問問 問 答答

答

答

問答

答 問

答

問答問

問 答

答

答

答

問

問問

答

問

答答

答

答答

答
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問
　
エ
ア
コ
ン
省
エ
ネ
基

準
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
の
基
準
を
少
し
で

も
下
回
る
エ
ア
コ
ン
は

2
0
2
7
年
４
月
以
降
、

製
造
・
販
売
で
き
な
く
な

り
、
消
費
者
負
担
が
増
え

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る

『
エ
ア
コ
ン
2
0
2
7
問

題
』
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答
　
新
基
準
商
品
は
現
行

機
よ
り
価
格
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
が
、
省
エ
ネ
化

に
よ
る
電
気
料
金
の
削
減

効
果
等
に
よ
り
実
質
的
な

負
担
増
は
軽
減
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
急
い
で
買

い
替
え
る
必
要
は
な
く
、

各
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

適
切
な
時
期
に
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
昨
年
好
評
で
あ
っ
た

エ
ア
コ
ン
購
入
助
成
は
、

市
民
全
体
へ
行
き
渡
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら

に
拡
充
し
て
行
え
な
い
か
。

熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら

も
、
さ
ら
に
本
助
成
を
拡

充
し
実
施
継
続
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
需
要
の
大
半
が
新
規

購
入
で
は
な
く
買
替
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
継
続

的
な
購
入
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。
し
か
し
、
省
エ

ネ
家
電
移
行
は
脱
炭
素
化

対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
過
度
な
節

電
を
抑
え
、
た
め
ら
わ
ず

エ
ア
コ
ン
を
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
る
と
い
う
熱

中
症
対
策
の
観
点
か
ら
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
現
況

を
注
視
し
つ
つ
必
要
に
応

じ
た
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
適
宜
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

導
入
の
検
討
は

問
　
移
動
手
段
と
し
て
の

必
要
性
も
重
要
で
あ
る
が
、

そ
の
乗
り
物
に
乗
る
こ
と

自
体
を
目
的
に
本
市
を
訪

れ
る
観
光
客
が
出
て
く
る

よ
う
な
、
開
放
的
で
乗
り

た
く
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
を
検
討
し
て
は
。

答
　
観
光
振
興
を
兼
ね
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
は
、
道

路
幅
員
や
歩
車
道
分
離
の

状
況
、
交
通
量
、
さ
ら
に

は
高
額
な
導
入
経
費
、
運

用
経
費
等
、
未
だ
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

地
域
の
保
育
園
等
と
小
学

校
の
教
員
が
頻
繁
に
交
流

し
、
教
育
観
・
保
育
観
の

共
有
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

り
、
子
ど
も
の
交
流
が
進

ん
で
い
る
。
モ
デ
ル
校
で

は
不
登
校
も
大
き
く
減
っ

て
い
る
。
本
市
も
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
で
は
制
度
開
始

前
か
ら
幼
小
連
携
教
育
研

修
会
を
実
施
し
て
お
り
、

山
家
幼
稚
園
と
市
内
小
学

校
が
架
け
橋
期
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
効
果
的
な
教

育
方
法
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
山
家

幼
稚
園
と
山
家
小
学
校
と

の
実
践
事
例
を
各
小
学
校

が
共
有
す
る
こ
と
で
、
自

校
の
取
組
に
活
か
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
各
小
学
校
で

は
、
地
域
の
幼
稚
園
や
保

育
園
の
担
当
者
と
の
協
議

の
場
を
設
け
、
子
ど
も
た

ち
の
実
態
や
入
学
後
の
課

題
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
な
ど
、
日
常
的
に

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通

し
て
、
幼
児
教
育
と
小
学

校
教
育
の
接
続
を
よ
り
円

滑
な
も
の
と
し
、
不
登
校

に
至
る
こ
と
な
く
安
心
し

て
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
を

  

実
践
事
例
を
各
小
学
校
が
共
有
し
て
い
る

市
民
へ
の
さ
ら
な
る

　
　
　
　購
入
助
成
は

  

現
況
を
注
視
し
つ
つ

　
　
　
　
適
宜
検
討
し
て
い
く

不
登
校
対
策

不
登
校
対
策段下 季一郎

（市民会議）

赤司 祥一

エ
ア
コ
ン
問
題（つくし野） 問

　
配
布
に
至
る
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
現
状
は
。

答
　
筑
紫
交
通
安
全
協
会

か
ら
昭
和
30
年
代
以
降
、

全
小
学
校
を
対
象
に
、
ま

た
、
児
童
の
安
全
な
通
学

の
た
め
に
日
本
コ
ー
プ
共

済
生
活
協
同
組
合
連
合
会

か
ら
は
、
平
成
28
年
以
降
、

配
布
を
希
望
す
る
小
学
校

へ
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。

現
在
も
入
学
予
定
の
新
１

年
生
を
対
象
に
取
組
を
継

続
し
て
い
る
。

問
　
市
は
こ
の
事
業
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
　
新
入
生
と
一
目
で
分

か
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
か
ら
の
視
認
性
が
向

上
し
、
交
通
安
全
に
一
定

程
度
寄
与
し
て
い
る
と
考

え
る
。
特
に
筑
紫
交
通
安

全
協
会
に
よ
る
配
布
は
、

協
会
の
設
立
趣
旨
の
一
つ

で
あ
る
交
通
安
全
思
想
の

高
揚
に
も
合
致
し
て
い
る

も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

問
　
筑
紫
交
通
安
全
協
会

は
会
員
数
の
減
少
等
に
よ

り
配
布
事
業
の
継
続
が
厳

し
い
よ
う
だ
が
、
支
援
す

る
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
支
援
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
き
て

い
な
い
が
、
事
業
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

平
井
市
長

過
去
３
年
間
の
実
績

問
　
選
挙
公
約
は
ど
の
程

度
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
の

か
。

市
長

16
分
野
73
項
目
の

公
約
は
、
「
新
し
い
筑
紫

野
」
を
創
る
た
め
の
市
民

の
皆
様
と
の
約
束
で
あ
り
、

市
長
就
任
後
、
本
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
第
七
次

総
合
計
画
の
施
策
へ
と
反

映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
毎

年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
「
形
」
に
し
て
き
た
結

果
、
昨
年
末
に
発
表
さ
れ

た
「
街
の
幸
福
度
（
自
治

体
）
ラ
ン
キ
ン
グ
〈
福
岡

県
版
〉
」
で
は
、
３
年
前

の
13
位
か
ら
大
き
く
順
位

を
上
げ
た
３
位
と
の
評
価

を
受
け
る
と
と
も
に
、
令

和
７
年
国
勢
調
査
人
口
速

報
集
計
で
は
、
県
内
で
福

岡
市
に
次
ぐ
人
口
増
加
数

を
記
録
す
る
な
ど
、
多
く

の
皆
様
が
「
新
し
い
筑
紫

野
」
へ
の
歩
み
を
実
感
し
、

評
価
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

配
布
の
経
緯
は

  

昭
和
３０
年
代
か
ら

　
　
　
　
　
全
小
学
校
に
寄
贈

田中 允

ラ
ン
ド
セ
ル （－）

政策
1

政策
7

政策
4

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

政策
6

問
　
介
護
保
険
制
度
の
改

正
は
2
0
2
7
年
４
月
実

施
。
第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
検
討
で
間
に
合

う
か
。

答
　
制
度
改
正
の
中
で
要

介
護
１
，
２
の
方
を
総
合

事
業
の
対
象
に
す
る
議
論

が
あ
っ
た
が
現
在
の
と
こ

ろ
、
改
正
は
示
さ
れ
て
な

い
。

問
　
ど
の
よ
う
な
体
制
で

介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　
介
護
予
防
・
生
活
支

援
総
合
事
業
に
お
け
る
生

活
支
援
の
担
い
手
は
民
間

事
業
所
と
の
連
携
の
可
能

性
の
検
討
と
と
も
に
、
実

施
し
て
い
る
地
域
や
始
め

る
地
域
の
活
動
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

自
転
車
の
交
通
規
則

問
　
市
内
公
共
施
設
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

で
、
警
察
庁
交
通
局
の

「
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
」
を
参
照
、
福
岡
県
警

察
の
「
自
転
車
の
学
校
」

を
確
認
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

２
つ
並
ん
で
い
る
。
よ
り

多
く
の
市
民
に
伝
わ
る
よ

う
に
広
報
で
き
な
い
か
。

答
　
市
や
警
察
、
各
種
団

体
等
が
連
携
し
て
周
知
・

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
必
要
に
応
じ
て
広
報

に
よ
る
周
知
を
検
討
し
て

い
く
。

問
　
安
全
な
通
行
を
促
す

矢
羽
根
型
路
面
標
示
を
中

高
生
の
自
転
車
通
学
路
に

整
備
で
き
な
い
か
。

市
長
　
矢
羽
根
型
路
面
標

示
は
、
自
転
車
と
自
動
車

が
通
行
空
間
を
共
用
す
る

「
車
道
混
在
」
の
区
間
に

お
い
て
自
転
車
の
通
行
位

置
を
視
覚
的
に
示
す
も
の

で
、
安
全
性
を
確
保
す
る

う
え
で
有
効
な
手
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
中
高
生
の
通
学
路
へ
の

設
置
は
、
生
徒
の
安
全
を

守
る
観
点
か
ら
、
先
ず
は

現
状
把
握
に
努
め
て
い
く
。

同
時
に
、
自
転
車
の
交
通

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、
自
転
車
の
通

行
方
法
等
の
交
通
ル
ー
ル

の
周
知
が
大
変
重
要
で
あ

る
の
で
、
地
域
や
学
校
と

連
携
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
安
全
な
走

行
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
い
く
。

生
活
支
援
事
業
の

担
い
手
育
成
は

  

実
施
し
て
い
る
地
域
、始
め
る
地
域
の

　
　
　  

活
動
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
た
い

住
民
の
助
け
合
い

住
民
の
助
け
合
い辻本 美惠子

（市民会議）

政策
5

政策
6

問答 答答

問問 答

問

答

答

市
長

答答

問問 答答

問問 答

答答

市
長

問答問

答 答問 問

答答
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問
　
エ
ア
コ
ン
省
エ
ネ
基

準
が
大
き
く
引
き
上
げ
ら

れ
、
そ
の
基
準
を
少
し
で

も
下
回
る
エ
ア
コ
ン
は

2
0
2
7
年
４
月
以
降
、

製
造
・
販
売
で
き
な
く
な

り
、
消
費
者
負
担
が
増
え

る
の
で
は
と
懸
念
さ
れ
る

『
エ
ア
コ
ン
2
0
2
7
問

題
』
を
ど
う
捉
え
て
い
る

か
。

答
　
新
基
準
商
品
は
現
行

機
よ
り
価
格
の
上
昇
が
見

込
ま
れ
る
が
、
省
エ
ネ
化

に
よ
る
電
気
料
金
の
削
減

効
果
等
に
よ
り
実
質
的
な

負
担
増
は
軽
減
さ
れ
る
も

の
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
か
ら
、
急
い
で
買

い
替
え
る
必
要
は
な
く
、

各
家
庭
の
実
情
に
応
じ
た

適
切
な
時
期
に
検
討
い
た

だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

問
　
昨
年
好
評
で
あ
っ
た

エ
ア
コ
ン
購
入
助
成
は
、

市
民
全
体
へ
行
き
渡
る
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
さ
ら

に
拡
充
し
て
行
え
な
い
か
。

熱
中
症
対
策
の
観
点
か
ら

も
、
さ
ら
に
本
助
成
を
拡

充
し
実
施
継
続
す
べ
き
と

考
え
る
が
市
の
見
解
は
。

答
　
需
要
の
大
半
が
新
規

購
入
で
は
な
く
買
替
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
現
在
継
続

的
な
購
入
助
成
は
考
え
て

い
な
い
。
し
か
し
、
省
エ

ネ
家
電
移
行
は
脱
炭
素
化

対
策
と
し
て
有
効
で
あ
る

だ
け
で
な
く
、
過
度
な
節

電
を
抑
え
、
た
め
ら
わ
ず

エ
ア
コ
ン
を
利
用
で
き
る

環
境
を
整
え
る
と
い
う
熱

中
症
対
策
の
観
点
か
ら
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
現
況

を
注
視
し
つ
つ
必
要
に
応

じ
た
支
援
の
あ
り
方
に
つ

い
て
適
宜
検
討
し
て
い
く
。

新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

導
入
の
検
討
は

問
　
移
動
手
段
と
し
て
の

必
要
性
も
重
要
で
あ
る
が
、

そ
の
乗
り
物
に
乗
る
こ
と

自
体
を
目
的
に
本
市
を
訪

れ
る
観
光
客
が
出
て
く
る

よ
う
な
、
開
放
的
で
乗
り

た
く
な
る
モ
ビ
リ
テ
ィ
の

導
入
を
検
討
し
て
は
。

答
　
観
光
振
興
を
兼
ね
た

モ
ビ
リ
テ
ィ
導
入
は
、
道

路
幅
員
や
歩
車
道
分
離
の

状
況
、
交
通
量
、
さ
ら
に

は
高
額
な
導
入
経
費
、
運

用
経
費
等
、
未
だ
多
く
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
現
在

の
と
こ
ろ
考
え
て
い
な
い
。

問
　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、

地
域
の
保
育
園
等
と
小
学

校
の
教
員
が
頻
繁
に
交
流

し
、
教
育
観
・
保
育
観
の

共
有
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

り
、
子
ど
も
の
交
流
が
進

ん
で
い
る
。
モ
デ
ル
校
で

は
不
登
校
も
大
き
く
減
っ

て
い
る
。
本
市
も
さ
ら
に

充
実
さ
せ
る
べ
き
で
は
。

答
　
本
市
で
は
制
度
開
始

前
か
ら
幼
小
連
携
教
育
研

修
会
を
実
施
し
て
お
り
、

山
家
幼
稚
園
と
市
内
小
学

校
が
架
け
橋
期
の
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
や
効
果
的
な
教

育
方
法
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
山
家

幼
稚
園
と
山
家
小
学
校
と

の
実
践
事
例
を
各
小
学
校

が
共
有
す
る
こ
と
で
、
自

校
の
取
組
に
活
か
し
て
い

る
。

　
さ
ら
に
各
小
学
校
で

は
、
地
域
の
幼
稚
園
や
保

育
園
の
担
当
者
と
の
協
議

の
場
を
設
け
、
子
ど
も
た

ち
の
実
態
や
入
学
後
の
課

題
等
に
つ
い
て
情
報
交
換

を
行
う
な
ど
、
日
常
的
に

連
携
を
図
っ
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
な
取
組
を
通

し
て
、
幼
児
教
育
と
小
学

校
教
育
の
接
続
を
よ
り
円

滑
な
も
の
と
し
、
不
登
校

に
至
る
こ
と
な
く
安
心
し

て
学
校
生
活
を
ス
タ
ー
ト

で
き
る
よ
う
努
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

幼
保
小
架
け
橋
プ
ロ
グ
ラ
ム
充
実
を

  

実
践
事
例
を
各
小
学
校
が
共
有
し
て
い
る

市
民
へ
の
さ
ら
な
る

　
　
　
　購
入
助
成
は

  

現
況
を
注
視
し
つ
つ

　
　
　
　
適
宜
検
討
し
て
い
く

不
登
校
対
策

不
登
校
対
策段下 季一郎

（市民会議）

赤司 祥一

エ
ア
コ
ン
問
題（つくし野） 問

　
配
布
に
至
る
こ
れ
ま

で
の
経
緯
と
現
状
は
。

答
　
筑
紫
交
通
安
全
協
会

か
ら
昭
和
30
年
代
以
降
、

全
小
学
校
を
対
象
に
、
ま

た
、
児
童
の
安
全
な
通
学

の
た
め
に
日
本
コ
ー
プ
共

済
生
活
協
同
組
合
連
合
会

か
ら
は
、
平
成
28
年
以
降
、

配
布
を
希
望
す
る
小
学
校

へ
寄
贈
を
受
け
て
い
る
。

現
在
も
入
学
予
定
の
新
１

年
生
を
対
象
に
取
組
を
継

続
し
て
い
る
。

問
　
市
は
こ
の
事
業
を
ど

う
評
価
し
て
い
る
の
か
。

答
　
新
入
生
と
一
目
で
分

か
る
こ
と
で
ド
ラ
イ
バ
ー

な
ど
か
ら
の
視
認
性
が
向

上
し
、
交
通
安
全
に
一
定

程
度
寄
与
し
て
い
る
と
考

え
る
。
特
に
筑
紫
交
通
安

全
協
会
に
よ
る
配
布
は
、

協
会
の
設
立
趣
旨
の
一
つ

で
あ
る
交
通
安
全
思
想
の

高
揚
に
も
合
致
し
て
い
る

も
の
と
評
価
し
て
い
る
。

問
　
筑
紫
交
通
安
全
協
会

は
会
員
数
の
減
少
等
に
よ

り
配
布
事
業
の
継
続
が
厳

し
い
よ
う
だ
が
、
支
援
す

る
考
え
は
。

答
　
現
時
点
で
支
援
を
求

め
る
声
が
上
が
っ
て
き
て

い
な
い
が
、
事
業
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
引
き
続
き
状

況
を
注
視
し
て
い
く
。

平
井
市
長

過
去
３
年
間
の
実
績

問
　
選
挙
公
約
は
ど
の
程

度
成
果
を
あ
げ
ら
れ
た
の

か
。

市
長

16
分
野
73
項
目
の

公
約
は
、
「
新
し
い
筑
紫

野
」
を
創
る
た
め
の
市
民

の
皆
様
と
の
約
束
で
あ
り
、

市
長
就
任
後
、
本
市
の
最

上
位
計
画
で
あ
る
第
七
次

総
合
計
画
の
施
策
へ
と
反

映
さ
せ
る
と
と
も
に
、
毎

年
度
の
予
算
編
成
を
通
じ

て
「
形
」
に
し
て
き
た
結

果
、
昨
年
末
に
発
表
さ
れ

た
「
街
の
幸
福
度
（
自
治

体
）
ラ
ン
キ
ン
グ
〈
福
岡

県
版
〉
」
で
は
、
３
年
前

の
13
位
か
ら
大
き
く
順
位

を
上
げ
た
３
位
と
の
評
価

を
受
け
る
と
と
も
に
、
令

和
７
年
国
勢
調
査
人
口
速

報
集
計
で
は
、
県
内
で
福

岡
市
に
次
ぐ
人
口
増
加
数

を
記
録
す
る
な
ど
、
多
く

の
皆
様
が
「
新
し
い
筑
紫

野
」
へ
の
歩
み
を
実
感
し
、

評
価
い
た
だ
い
て
い
る
も

の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー

配
布
の
経
緯
は

  

昭
和
３０
年
代
か
ら

　
　
　
　
　
全
小
学
校
に
寄
贈

田中 允

ラ
ン
ド
セ
ル （－）

政策
1

政策
7

政策
4

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

政策
6

問
　
介
護
保
険
制
度
の
改

正
は
2
0
2
7
年
４
月
実

施
。
第
10
期
介
護
保
険
事

業
計
画
の
検
討
で
間
に
合

う
か
。

答
　
制
度
改
正
の
中
で
要

介
護
１
，
２
の
方
を
総
合

事
業
の
対
象
に
す
る
議
論

が
あ
っ
た
が
現
在
の
と
こ

ろ
、
改
正
は
示
さ
れ
て
な

い
。

問
　
ど
の
よ
う
な
体
制
で

介
護
予
防
・
生
活
支
援
総

合
事
業
に
取
り
組
む
の
か
。

答
　
介
護
予
防
・
生
活
支

援
総
合
事
業
に
お
け
る
生

活
支
援
の
担
い
手
は
民
間

事
業
所
と
の
連
携
の
可
能

性
の
検
討
と
と
も
に
、
実

施
し
て
い
る
地
域
や
始
め

る
地
域
の
活
動
に
応
じ
た

支
援
を
行
っ
て
い
る
。

自
転
車
の
交
通
規
則

問
　
市
内
公
共
施
設
に
掲

示
さ
れ
て
い
る
ポ
ス
タ
ー

で
、
警
察
庁
交
通
局
の

「
自
転
車
ル
ー
ル
ブ
ッ

ク
」
を
参
照
、
福
岡
県
警

察
の
「
自
転
車
の
学
校
」

を
確
認
と
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
が

２
つ
並
ん
で
い
る
。
よ
り

多
く
の
市
民
に
伝
わ
る
よ

う
に
広
報
で
き
な
い
か
。

答
　
市
や
警
察
、
各
種
団

体
等
が
連
携
し
て
周
知
・

啓
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

引
き
続
き
取
り
組
む
と
と

も
に
必
要
に
応
じ
て
広
報

に
よ
る
周
知
を
検
討
し
て

い
く
。

問
　
安
全
な
通
行
を
促
す

矢
羽
根
型
路
面
標
示
を
中

高
生
の
自
転
車
通
学
路
に

整
備
で
き
な
い
か
。

市
長
　
矢
羽
根
型
路
面
標

示
は
、
自
転
車
と
自
動
車

が
通
行
空
間
を
共
用
す
る

「
車
道
混
在
」
の
区
間
に

お
い
て
自
転
車
の
通
行
位

置
を
視
覚
的
に
示
す
も
の

で
、
安
全
性
を
確
保
す
る

う
え
で
有
効
な
手
法
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
中
高
生
の
通
学
路
へ
の

設
置
は
、
生
徒
の
安
全
を

守
る
観
点
か
ら
、
先
ず
は

現
状
把
握
に
努
め
て
い
く
。

同
時
に
、
自
転
車
の
交
通

事
故
を
未
然
に
防
止
す
る

た
め
に
は
、
自
転
車
の
通

行
方
法
等
の
交
通
ル
ー
ル

の
周
知
が
大
変
重
要
で
あ

る
の
で
、
地
域
や
学
校
と

連
携
し
、
ハ
ー
ド
、
ソ
フ

ト
の
両
面
か
ら
安
全
な
走

行
環
境
の
整
備
を
推
進
し

て
い
く
。

生
活
支
援
事
業
の

担
い
手
育
成
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実
施
し
て
い
る
地
域
、始
め
る
地
域
の

　
　
　  

活
動
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
た
い

住
民
の
助
け
合
い

住
民
の
助
け
合
い辻本 美惠子
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※変更する場合があります。

令和８年９月定例会

・本会議は原則として午前10時に開会します。
●９月定例会の請願及び陳情の受付は８月19日（水曜日）正午までです。

市議会関係日程のお知らせ

一般質問 一般質問

本会議 本会議
決算審査特別委員会

本会議

日 月 火 水 木 金 土
8/23 25 26 27 28 29

30 31

24

9/1 2 3 4 5

13

常任委員会 常任委員会常任委員会予算審査
常任委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

決算審査
特別委員会

6 7 8 9 10 11 12

14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

令和8年

5月20日

令和8年

7月14日

滋賀県米原市議会　会派政策研究会マイバラ
・学校体育館の空調整備について

沖縄県名護市議会　総務財政常任委員会
・筑紫野市庁舎建設事業について

福島県須賀川市議会　会派志政会
・地域コミュニティによるまちづくりの推進について

秋田県大館市議会　厚生常任委員会
・資源ごみ集団回収奨励金交付事業について

６月２６日に議員研修会を開催しました。
法政大学法学部教授　土山　希美枝　氏を講師に迎え、
「政策議会の一般質問」について講演いただきました。
本市議会の議会改革の推進と活性化を図るとともに
市民に開かれた議会へと改善していけるよう
今後の議会活動の参考となるお話をいただきました。

令和8年

5月13日

令和8年

7月7日

議員研修会を開催しました。

国民生活及び地域経済の
安定に向けた対策強化を求める

意見書
　中東地域をめぐる情勢は、世界的なエネルギー供
給への懸念を高め、原油価格の上昇や物価高騰によ
り、全国はもとより地方にも深刻な影響を与えてい
る。特に、プラスチック製品等の原料であるナフサ
をはじめとした石油化学製品原料の供給不安や納期
遅延は、建設業、製造業、飲食業をはじめ、医療・
福祉分野など幅広い分野に波及している。
　市内においても、燃料価格の上昇に加え、物流コ
ストや生産コストの増加、石油製品等の価格高騰に
より、中小企業や小規模事業者の経営圧迫が顕在化
するなど、市民生活や地域経済に大きな負担がもた
らされている。
　よって、国におかれては、国民生活及び地域経済
への影響を最小限に抑えるため、下記の事項につい
て積極的に取り組まれるとともに、迅速かつ実効性
のある対策を講じられるよう強く要望する。

記

１　ナフサをはじめとする石油化学製品原料の安定
供給の確保及び流通の円滑化に向けた対策を講
じること。

２　燃料価格及び原材料価格高騰の影響を受ける中
小企業及び小規模事業者に対し実効性のある支
援策を講じ、地域経済の負担を抑えること。

非核三原則の堅持を求める
意見書

　非核三原則「核兵器を持たず、作らず、持ち込ま
せず」は、昭和42（1967）年に当時の佐藤榮作
内閣総理大臣が国会で表明し、昭和46（1971）
年には衆議院においてその遵守に言及した決議が可
決されて以来、我が国の確固たる国是として位置付
けられ、歴代内閣もこれを一貫して堅持してきた。
　我が国は、世界唯一の戦争被爆国であり、広島・
長崎の惨禍を二度と繰り返さないという決意のも
と、国際社会における平和と安全の維持、ひいては
「核兵器のない世界」の実現に向けて主導的な役割
を果たすことが強く求められている。
　本年１月には、被爆地である広島市議会におい
て、この非核三原則の堅持を求める意見書が全会一
致で可決されるなど、地方自治体や国民の間から
も、国是としての原則遵守を求める声が改めて高ま
っている。
　近年の緊迫する国際情勢や安全保障環境の変化の
中にあっても、非核三原則は我が国が平和国家とし
て歩むべき根幹であり、いささかも揺るがせにして
はならないものである。
　よって、国会及び政府におかれては、核兵器のな
い平和な世界の実現を願う被爆地をはじめとする国
民の思いをしっかりと受け止め、非核三原則を将来
にわたって断固として堅持されるよう強く要請す
る。

ようこそ筑紫野市議会へ!国への意見書を可決しました6月
定例会

つちやま      き  み   え
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■次回第214号は令和８年11月１日発行予定です。

６月定例会 審議結果（６月４日～６月24日）

赤司　祥一
委 員 長

春口あかね
副委員長

委　　員
山本加奈子
楢木　孝一
佐々木忠孝
吉村　陽一

広報委員会

第102回全国市議会議長会
定期総会において、永年の
議会活動を通じ、地方自治
と市政の発展に寄与された
功績に対し、議員15年以上
一般表彰として髙原良視議
員が受賞されました。

　・筑紫野市農業委員会委員の任命について

●条　　例 ２件（原案可決）

●人事案件

・・・・・・・・

・・・・・・・・ ２件（同意）

●補正予算 １件（原案可決）・・・・・・・・

●専決処分 ４件（承認）・・・・・・・・

　・国民生活及び地域経済の安定に向けた対策強化を求める
　　意見書
　・非核三原則の堅持を求める意見書

●発　　議 ・・・・・・・・ ２件（原案可決）

と わた　  けい じ

砥綿　敬二　氏
 こ がねまる　 まさたか

小金丸　昌孝　氏

議員15年以上一般表彰

　・工事請負契約の締結について
　　（筑紫野中学校管理教室棟屋根外壁改修工事）
　・設計・施工変更契約の締結について
　　（二日市東小学校校舎増築及び長寿命化改良事業）

●そ の 他 ・・・・・・・・ ２件（原案可決）
　・最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書の

提出を求める請願

●請　　願 ・・・・・・・・ １件（継続審査）

6月4日

聴く　見る　動く　チーム議会

議　会　だ　よ　り

福岡県筑紫野市議会
目次

情　 熱
～上りつめろ          
             限界の先へ～

今回の表紙と題字は、筑紫野市立筑山中学校の生徒さんにご協力いただきました。ありがとうございました。

●意見交換会・・・・・ ２　●小学生議会見学会・・・ ４　
●委員会報告・・・・・ ６　●一般質問・・・・・・・10　

第８０回筑山中学校体育祭パネル

3月

9月
6月12月

今回の定例会

2026
No.213

10万市民に議会を

8/1

　今回、この題字を描いてみて、
普段はこんなに「筑紫野」という
文字を真剣に書く機会がないの
で、新鮮でした。最近は習い事で
やっている習字にも力を入れて
いるので、良い経験になりました。

今号の表紙は第８０回筑山中学校体育祭でパネル
リーダーが制作されたパネルです。力強い色彩と
躍動感あふれる作品には体育祭への思いが込めら
れています。作品の掲載にご協力いただきありが
とうございました。

～題字の作者紹介～～体育祭の様子～

今号の表紙と題字を紹介します

筑紫野市立筑山中学校 3年
佐々木 紫音さん
さ さ き     し おん

筑山中学校美術部活動の様子赤司委員長と筑山中学校の美術部の皆さん




